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SCHEDULE

１±

2日

３月

４火

●　５水

｜

６木

７金

８±

9日

10月

11火

12水

13木

14金

15±

16日

　　17月●
18火

　　19水

　　20木

　　21金

｜

｜

22±

23日

24月

25火

26水

27木

28金

29祝

30日

桜まつり（～15日）

市立小学校入学式・始業式

市立中学校入学式・始業式

アラビアンナイト大博覧会（美術博物館、～５月28日）

家康行列（午後１時30分～）

むしむしアート＆ふるさと展(おかざき世界子ども美術博物館､～5月7日)

五万石藤まつり（～５月５日）

スプリングフェスティバル（シビックセンター､午前10時～午後9時）

リサイクルの日（リサイクルブラザ、午前９時～午後4時）

みどりの日　将棋まつり（岡崎公園、午前10時～）

囲特集1

　･a･■■-■■■■■■■■■

・
特集2

- 呪 　 －

平成18年4月1日No. 1045

岡崎市の人口

2006年3月1日現在

男 185,504人152人増

女 182,498人　58人増

肝 366,002人210人増

世帯数 138,568世帯245世帯増

地 域 交 流 セ ン タ

ー
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市 制 施 行 9 0 周 年 記 念 事 業

固おかざき21　　学校施設完成／岡崎ナンバー

I市長室ほっとライン巾長コラム
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APRIL (Englishl

むしむしアート＆ふるさと艇

(2100
市政だよりおかざきはエコマーク認定の再生紙にm塊にやさしい大豆油インキで印刷しています。

　　　　　　　岡崎市はISO 14001の認証をm得し､環境保全活動をm極的に推巡しています。
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サ
ー
ク
ル
を
作
り
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た
い

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
所
が
ほ
し
い

作
品
の
展
示
を
し
た
い

…
そ
ん
な
思
い
を
持
つ
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
場
所
が
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
す
。
東
西
南
北
に
４
館
の
整
備
を

計
画
し
、
昨
年
４
月
に
１
号
館
の
北
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
。

な
ご
み
ん
が
開
館
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
１
年
の
な
ご
み
ん
で
の
取
り
組
み
と
。

こ
れ
か
ら
で
き
る
他
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
班
：
＜
2
3
・
6
4
9
1

/
Ｌ
Ｖ

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
'
　
'
＾
ｉ

４ｉ介コ　～

　や　リ

　　　　　　;3

し

　ブーて　Ｔ　　Ｔ　　　　　　　　¬･‾|●ｇｉ
　－？

北部地域交流センターの「なごみん」という愛称は、

　「小さな子どもからお年寄りまで、みんながゆった

○となごめる場所になること」を願って市民からの

応募によ○つけられました。

■市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日



北
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ｉ

な
ご
み
ん
は

１
歳
に
な
○
ま
し
た

昨
年
４
月
に
１
号
館
と
し
て
開
館
し
た
な
ご
み
ん
。

ス
タ
ッ
フ
の
川
合
さ
ん
に
こ
の
１
年
の
様
子
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
。

なごみんスタッフ

川合恵美

多
様
な
利
用
が
で
き
る

活
動
ス
ペ
ー
ス

　
４
つ
あ
る
活
動
室
は
、
茶
道
の
体
験
は

和
室
の
第
１
活
動
室
、
体
操
な
ど
は
力
－

ペ
ッ
ト
敷
き
の
第
３
活
動
室
な
ど
、
活
動

内
容
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ル
は
、
予
想
以
上
に
文
化
・

芸
術
関
係
の
団
体
の
利
用
が
多
く
、
こ
の

地
域
で
文
化
・
芸
術
活
動
が
盛
ん
な
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

親
子
で
遊
べ
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
、
利
用
率
が
な
ご
み

ん
全
体
の
約
3
5
計
に
も
な
る
人
気
の
場
所
。

平
日
の
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
に
は
保
育

士
の
簡
単
な
指
導
・
相
談
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
隣
の
第
３
活
動
室
を
開
放
す
る
時
も

あ
○
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
写
真
展
や
子
ど
も
体
験
教
室
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
１
階
の
岩
津
支
所
を
訪
れ
た

人
に
な
ご
み
ん
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

１
階
待
合
ス
ペ
ー
ス
も
展
示
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
1
1
月
に
開
催
し
た
な
ご
み
ん
文

化
祭
に
は
、
5
4
も
の
市
民
活
動
団
体
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
は
皆
さ
ん
に
よ

０
自
主
的
に
企
画
・
運
営
し
て
も
ら
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

も
っ
と
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
そ
ろ
え
て
、
市
民

活
動
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

は
お
茶
も
飲
め
て
、
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
。
月
１
回
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
も

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

○
く
だ
さ
い
。

●
　
　
●

こ
れ
か
Ｉ
り
で
き
る

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
ず

　　　　　ヽ、＼

●北部地域交流センタ「

　　（オープン中）　　　４

ケ
●西部地域交流センター
　　(今年度着工予定)

　　●南部地域交流センター

／／

東部地域交流センター

(立地計画中)

　　　　　地域交流センターは、

　　　　　地域、ふれあい、交流

　～地域の市民とともに育てていく施設～

をコンセプトとして市内４地域に整備します。

　　市民活動支援機能、防災機能などの

　　基本機能に加え、ワークショップや

　　市民検討会議によ○地域の要望を取

　　０入れていきます。

南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

1
0
月
に
開
館
予
定
で
す

－
ｙ
。
　
　
　
　
　
　
　
南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

Ｌ
匹
に
卜
に

1
1 L

　
　

平
成
1
6
年
度
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ

プ
の
手
法
を
用
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

昨
年
1
0
月
、
上
地
２
丁
目
の
前
田

公
園
隣
接
地
で
着
工
し
、
今
年
1
0

月
の
開
館
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

(
Ｗ
０
Ｐ
Ｈ
３
Ｅ に

１

≫
Ｈ
≪
≪
Ｆ

敷
地
面
積
／
3
3
5
0
平
方
び

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
０
２
階
建
て

延
べ
床
面
積
／
1
6
0
9
平
方
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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濾二⊃

:地域，交流センター１

－　＿　　　　　　　‥..?●

鈴木智子さん
　　爽真くん

　以前は子育て支援センターに行っていましたが、

そこでなごみんのことを教えてもらい、こちらのほ

うが近いので通うようになりました。保育士さんが

週３回＊来てくださるので、その日はだいたい来てい

ます。目の届く範囲で子どもを遊ばせながら、保育

士さんに相談したり他のお母さんと話したりできる

のがいいところですね。子どもは、他の子と接する

中で言葉も増え、前はおもちゃも「自分のもの」と

いう感じだったのが、「みんなのもの」として貸し

借りできるようになりました。

　親同士も世間話から子どもの話までできて、子育

てについてみんな一緒のことを思っているとわかる

と安心します。また、年上の子がいるお母さんの経

験が聞けるし、幼稚園情報なども交換できます。知

らない人でも子ども同士が遊んでいると気軽に仲良

くなることができますね。なごみんに来るようにな

つて、親も変わっていけたし、子どもも変わってい

けたかなと恩います。 *4月から平日は毎日

白　　　　　　　　リ;獅●I' ９凶悪f

　　　　　　　　　　二<第2活動室はj訟‰忿;tいこい

ﾆぷ４縛輿

に？ﾉﾌﾞ?。::で

分割しての利用もS･･

できるホールは

250人収容可能

｜

｜

●
　
●

゛Tり.

７阿７７町
芦゛ ｢.1て.゛「.」でIF.･

I市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日
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市
民
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

交
流
ス
ペ
ー
ス
・
み
ん
な
の
茶
の

間作
業
室
（
印
刷
機
・
紙
折
○
機
・

裁
断
機
な
ど
）

活
動
室
第
１
～
第
６

・
力
－
ペ
ッ
ト
仕
様

・
和
室
（
縁
側
付
き
）

・
会
議
室
３
室
（
ア
ト
リ
エ
仕
様
、

簡
易
防
音
仕
様
あ
○
）

・
大
会
議
室
（
ス
ク
リ
ー
ン
、
マ

イ
ク
ー
ア
ン
プ
配
備
）

調
理
室
（
コ
ン
ロ
６
ヵ
所
）

プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
遊
具
・
絵
本
、

相
談
室
・
授
乳
室
付
属
）

防
災
活
動
室
、
防
災
倉
庫

　
整
備
を
進
め
て
い
た
前
田
公
園

は
４
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
決
ま
っ
た
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
は
、
ク
ス
ノ
キ
の
一
種

で
春
に
葉
が
赤
く
な
る
「
レ
ッ
ド

モ
ン
ロ
ー
」
。
公
園
が
セ
ン
タ
ー
の

庭
と
な
る
よ
う
、
境
部
分
に
は
テ

ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
を
配
置
し
ま
し
た
。

一
」

前
田
公
園
は
４
月
オ
ー
プ
ン

ー
」

こ
か
ら
り
と
立
ち
寄
○
、
く
つ
ろ

げ
る
ス
ペ
ー
ス
「
み
ん
な
の
茶
の

間
」
を
作
○
ま
す
。

・
日
当
た
○
の
よ
い
個
所
に
プ
レ

イ
ル
ー
ム
と
和
室
を
配
置
し
、
お

年
寄
○
と
子
ど
も
が
ふ
れ
あ
え
る

ス
ペ
ー
ス
に
し
ま
す
。

　
・
隣
接
す
る
前
田
公
園
と
互
い
に

生
か
し
合
え
る
一
体
的
な
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
　
●

＝
施
設
機
能
の
概
要

㎜
－

一一一一一一一一一
　　一一一一一一

●

｜

地
域
の
要
望
を

反
映
さ
せ
た
機
能

㎜



｜

4

　　、^　　　　　　　　　　　　　　脚本、音楽、振り付けなどすべてオリジナルの

　　%･　　　　　　　　ふ　　　　ミュージカル劇団として活動している

　　　

劇団カスタネットの皆さん

　　。　　　　　　　　｀　　'ゾ　ノ　　　　

、　　　(左から)力[]藤さん、竹中さん、安藤さん、大津さん

　なごみんのことは市政だよりで知って、オープン

すぐの見学会に行きました。ホールの広さが十分に

あって利用しやすい料金だったので、お試し期間（昨

年４月～５月）に使ってみて「いいね」となり、今

では週２回の練習のうち１回は使っています。

　ホールは公演の時の舞台と同じ大きさなので、立

ち位置なども本番同様の練習ができ、それが一番の

魅力。こういうところは市内に今までなかったので、

とてもありがたいです。ピアノが無料で使えるのも

いいですね。予約受付が１ヵ月前からという施設も

多いですが、ここは１年前からと早めに予約できる

ので、予定がたてやすくなりました。また電話予約

ができることや時間の延長ができることも融通が利

いていいと思います。

　スタッフのかたがピアノを倉庫から出す時の台車

を手作りしてくれて、３人がかりだったのが１人で

運べるようになったんですよ。利用者のことを考え

てくれているんだな、と思いました。また「暑くな

い？」などとよく聞いてくれて、ちょっとしたこと

だけど人のあったかさを感じます。なごみんを利用

している他の個人・団体のかたとは「お疲れさま」「こ

んばんは」と声をかけあうこともあります。n月の

なごみん文化祭には裏方としても参加して、たくさ

んの活動団体があることを知りました。今はあいさ

つをする程度ですが、徐々に文化的な交流ができる

ようになればいいなと思っています。

　これからはホールだけでなく、脚本の会議などで

他の活動室も使う機会があるかと思います。なごみ

んはいろいろな利用ができるので、もっとたくさん

の人に知って活用してもらいたいですね。大型プリ

ンターや印刷機などが安く使えるのも便利ですよ。

昼間は子ども連れのお母さんがたくさん来るし、開

放的なイメージで、いろいろな人のつながりが持て

る場所だと思います。今後できる他の地域交流セン

ターにも、私たちが使えるような機能があるといい

なと期待しています。

碍詣珊

　
３
号
館
と
な
る
西
部
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
矢
作
町
の
Ｊ
Ａ
矢

作
支
店
の
移
転
後
の
跡
地
に
計
画

し
て
い
ま
す
。
平
成
1
6
年
度
か
ら

の
地
域
検
討
会
や
市
民
検
討
会
議

で
、
こ
の
地
域
に
必
要
な
機
能
な

ど
の
話
し
合
い
を
重
ね
、
基
本
設

計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
年
度
冬

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
０
３
階
建
て

延
べ
床
面
積
／
２
５
３
１
・
９
平

方
び

び 敷
地
面
積
／
２
４
３
５
・
５
平
方

に
着
工
し
、
平
成
1
9
年
度
の
開
館

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

平
成
1
9
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
、

冬
に
着
工
の
予
定
で
す

市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日・



妥-十尚

2地域、交流センターイ

ー　......　　　　　.S¶

｜ ●

１昨年11月12日･13日に

　開催されたなごみん文　化祭。54の団体が参加●
　し、発表や展示を行い
　ました

●
　
●

レ
沁
國

ゾ
ｔ
曹

なごみんスタッフ

情報誌｢なごみん｣を発行しています

月1回発行。ご当地(北部地域)紹介、ご当地達

人紹介や市民活動団体紹介など情報満載です。

市役所市政情報コーナー(本館2階)、市民協

働推進課(本館2階)でも配布しています。

こ.'"T' -^　ぶ二ｙ.･轟iぢ一寸7:７
？７二ふづぞ／ﾐ竃し二･

　言石子詰み

ﾆこ

とｊ万言

参席

　　　　　　●利用案内●

◆開館時間／午前9時～午後9時(O時まで延長可)

◆休館日／毎週月曜日(祝日の場合は翌日)、

　　　　　　12月29日～１月３日

◆料　　金／活動スペース(活動室･ホール)は有料

　　　　　　(市に登録した市民活動団体は半額)、

　　　　　　その他は無料

◆申込方法／直接なごみん窓□へ。利用日の１年前

　　　　　　から予約可(電話予約可)

北部地域交流センター･なごみん266 ・ 8251

一一一　　－

施
設
機
能
の
概
要

㎜

市
民
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

交
流
ス
ペ
ー
ス

作
業
室
（
印
刷
機
・
紙
折
○
機
・

裁
断
機
な
ど
）

活
動
室
第
１
～
第
４

・
会
議
室
２
室

・
力
－
ペ
ッ
ト
仕
様

・
和
室

多
目
的
ホ
ー
ル
（
４
０
０
席
、
フ

ロ
ア
の
分
割
可
能
）

調
理
室
（
コ
ン
ロ
６
ヵ
所
）

プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
遊
具
・
絵
本
、

相
談
室
・
授
乳
室
付
属
、
中
庭
利

用
可
）

防
災
活
動
室
、
防
災
倉
庫

陣６

--Kii^atd:二ふ^-心迦

　
ｌ
ｊ
Ｊ
Ｉ
．
ｊ
１
　
１
『
　
．

！
首
昂
じ
几
Ｅ
．
Ｊ

矢
作
支
所

｜

地
域
の
要
望
を

反
映
さ
せ
た
機
能

●

㎜

・
か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
多

人
数
収
容
の
舞
台
付
き
ホ
ー
ル
（
４

０
０
席
）
の
設
置
。
高
齢
社
会
に

配
慮
し
、
半
数
を
機
械
で
設
置
・

収
納
で
き
る
い
す
に
し
ま
す
。

・
浸
水
地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
防
災
活
動
室
と
防
災
倉
庫
は

２
階
に
配
置
し
ま
す
。

・
現
在
手
狭
に
な
っ
て
い
る
矢
作

支
所
を
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
移
転
。

将
来
の
業
務
拡
大
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
広
さ
を
確
保
し
ま
す
。

▲中庭「太陽の公園」

　開放的なオープンスペース。
　プレイルーム側からは屋外公園

　感覚で利用できます。

な
ご
み
ん
で
の
取
り
組
み
を
見
て
い
た
だ
い
て
わ
か
る
よ
う
に
、
建
物

が
活
躍
す
る
の
は
、
運
営
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

］
の
か
か
わ
○
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
が
芽
吹
い
て
い
く
よ
う

　
　
　
　
　
　
に
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
見
守
０
、
育
て
て
く
だ
さ
い
。

」
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
協
働
推
進
課
事
業
推
進
班
：
＜
2
3
・
6
6
6
1

心゛さ．をそ―≒，ト≒・ぞ

麗市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日
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岡
崎
市
は
大
正
５
年
７
月
１
日
に
、
全
国
で
6
7
番
目
、
県
内
で
は
名
古
屋
市
、
豊
橋
市
に
次
い
で
３
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
9
0
年
。
こ
の
記
念
す
べ
き
平
成
1
8
年
、
本
市
を
舞
台
に
し
た
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
純
情
き
ら
り
」
の
放

送
が
４
月
３
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
1
0
月
1
0
日
に
は
「
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
」
が
誕
生
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
、
「
き
ら
り
岡
崎
。
」
を
合
言
葉
に
市
制
施
行
9
0
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
純
情
き
ら
り
活
用
」
、
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
（
お
も
て
な
し
の
心
）
向
上
」
、
「
交
通
マ
ナ
ー
向
上
」
の
３
つ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
課
総
務
班
Ｃ
＜
1
2
3
・
6
0
3
0

桜まつり｢家康行列｣

４月９日(日)

４
y↓

｜

へ
．
　
　
ｙ

●
　
　
●

Ｉ
－
寥

匍si;

ドリーム・ベースボール

８月５日出・６日(日)

きらり岡崎。

★

［
扁
禿
開
匹
國
康
行
列
］

ｉ
‐
―
－
‐
－
‐
‐
－
－
－
－
ｉ
‐
ｉ
－
－
―

　
期
日
／
４
月
９
日
蝕

Kirari Okazaki

会
場
／
伊
賀
八
幡
宮
～
殿
橋
下
流
乙
川
河
川
敷
ほ
か

〈
内
容
／
家
康
公
に
俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
を
起
用
。
一

日
警
察
署
長
に
「
純
情
き
ら
り
」
の
有
森
杏
子
役
の
井
川

遥
さ
ん
も
登
場
し
、
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
誕
生
に
あ
わ
せ
た
「
交

通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」
を
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
に
参
加
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
呼
び
か
け
ま
す
。

担
当
／
観
光
課
観
光
事
業
班
：
＜
2
3
・
６
２
１
－
１

レ
内
容
／
フ
月
１
日
出
、
市
民
会
館
で
開
催
す
る
「
市
制

施
行
9
0
周
年
記
念
式
典
」
の
会
場
を
花
で
装
飾
す
る
た
め

の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
。
詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り

５
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

」
‐
～
担
当
／
企
画
課
総
務
班
：
＜
2
3
・
6
0
3
0

ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

平
成
１
８
年
度
・
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
「
ド
リ
ー
ム
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
～
名
球
会
、
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
が
や
っ
て
来
る
Ｉ
・

汀
期
日
／
８
月
５
日
出
・
６
日
回

』
会
場
／
岡
崎
中
央
総
合
公
園
市
民
球
場
（
高
隆
寺
町
）

ほ
か

川
内
容
／
⑤
Ｅ
剛
」
名
球
会
指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
同
目

　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日・
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㎜

｜

岡崎観光夏まつＯ｢花火大会｣

８月５日倒

●
　
●

秋の市民まつり

11月４日出・５日(日)
ヒルトップ　ジャズフェスティバル

11月12日(日)

旦
果
ば
、
「
き
ｉ
ｐ
’
-
＾
岡
崎
。
」

｜

I I

回
少
年
少
女
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
ふ
れ
あ
い
講
演
会
．

Ｉド
リ
ー
ム
抽
選
会
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
プ
ロ
に
挑

戦
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争
。
ド
リ
ー
ム
ー
ゲ
ー
ム
（
ド
リ
ー

ム
ー
チ
ー
ム
妬
市
選
抜
チ
ー
ム
）

ト
担
当
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
指
導
班
2
2
3
・
６

　
　
　
I
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
　
－
ｒ
―
ｉ
―
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ま
つ
り
「
花
火
大
会
」

に
期
日
／
８
月
５
日
出

次
会
場
／
殿
橋
下
流
乙
川
河
畔
、
矢
作
川
河
畔

心
内
容
／
「
市
制
施
行
9
0
周
年
記
念
大
仕
掛
花
火
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

が
。
担
当
／
観
光
課
観
光
事
業
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
1
1

［
臥
口
市
民
ま
つ
り
（
商
工
フ
ェ
ア
な
ど
）

　
　
　
　
－
‐
‐
　
　
　
‐
－
―
－
－
‐
－
‐
－
－

ぽ
。
期
日
／
1
1
月
４
日
出
・
５
日
総

記
会
場
／
殿
橋
下
流
乙
川
河
川
敷
ぽ
か

ん
内
容
／
１
万
人
み
そ
鍋
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
が
め
じ

ろ
押
し
で
す
。

ｋ
担
当
／
商
工
労
政
課
商
工
振
興
班
≪
2
3
・
6
2
1
2

銘
日
時
／
1
1
月
1
2
日
剛
　
午
後
２
時
～
６
時
（
１
時
開
場
）

函
会
場
／
岡
崎
中
央
総
合
公
園
武
道
館
（
高
隆
寺
町
）

碩
内
容
／
愛
知
万
博
で
開
催
し
た
感
動
の
場
面
を
さ
ら
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

回
出
演
／
日
野
皓
正
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
、
山
下
洋
輔
刀
Ｄ
Ｚ
Ｌ
Ｄ

ス
イ
ン
グ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
う
、
光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校
（
吹

奏
楽
部
・
合
唱
部
・
ダ
ン
ス
部
）

吻
入
場
料
／
Ｓ
席
５
千
円
（
未
就
学
児
童
は
不
可
）
、
Ａ

席
３
千
円
※
全
席
自
由
。
７
月
1
5
日
出
発
売
開
始
予
定

馳
担
当
／
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
１
ｃ
＜
7
2
・
5
1
1
1

行
事
予
定
は
一
部
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
行

事
の
詳
細
は
、
今
後
、
市
政
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

･市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日



準
備
万
端
、
夢
い
っ
ぱ
い
の
新
学
期

新
し
い
施
乙

又一
口

　
夢
と
希
望
に
満
ち
た
入
学
・
進
学
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
立
小
学
校
は

６
日
印
、
市
立
中
学
校
は
７
口
吻
に
そ
れ

ぞ
れ
入
学
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ
、
春
休

み
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
も

再
び
学
校
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
学
校
施
設

も
、
卒
業
・
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ

て
進
め
ら
れ
て
い
た
様
々
な
工
事
が
終
わ

り
、
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
準
術
も
整
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
1
7
年
度

に
整
備
の
完
了
し
た
主
な
学
校
施
設
を
紹

▲井田小学校校舎

も
仲
間
入
り
し
ま
し
た

介
し
ま
す
。

　
井
田
小
学
校
で
は
、
校
舎
の
増
築
と
屋

内
運
動
場
の
改
築
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

増
築
し
た
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
２
階
建
て
。
普
通
教
室
２
室
、
図

１
　
室
・
生
活
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
３
室

を
配
世
し
、
約
１
億
７
千
万
円
を
か
け
て

整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
改
築
し
た
屋
内

運
動
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部

鉄
骨
造
り
。
約
３
億
１
千
万
円
を
か
け
て

整
備
し
ま
し
た
。

　
雨
中
学
校
と
城
北
中
学
校
で
も
、
新
し

い
垣
内
運
動
場
（
城
北
中
学
校
は
柔
剣
道

場
付
設
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部
鉄
骨
造
り
で
、

南
中
学
校
約
４
億
円
、
城
北
中
学
校
約
６

億
４
千
万
円
を
か
け
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
六
ツ
美
南
部
小
学
校
で
は
約

１
億
６
千
万
円
を
か
け
て
新
し
い
プ
ー
ル

　
（
５
コ
ー
ス
・
低
学
年
用
付
設
）
も
完
成

し
、
こ
の
夏
か
ら
児
童
の
元
気
な
泳
ぎ
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
必
要
な
学
校
施
設
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
施
設
課
施
設
整
備
班

ｓ
2
3
◆
6
4
2
2

●
　
　
●

４
城
北
中
学
校
屋
内
運
動
場

｜

▲六ツ美南部小学校プール

『
南
中
学
校
屋
内
運
動
場

｜

｜

市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日田
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●
　
●

●

1
0
月
1
0
日
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
が
誕
生
し
ま
す

　
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
の
導
人
日
が
、
1
0
月
1
0

日
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
独
自

の
地
城
名
を
入
れ
る
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」

は
、
平
成
1
6
年
1
-
Ｈ
月
に
地
域
振
興
・
観
光

振
腫
ハ
策
の
一
つ
と
し
て
国
が
創
設
し
ま
し

た
。
本
市
も
隣
接
の
幸
田
町
と
と
も
に
、

こ
の
地
域
へ
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
導
入
を

目
指
し
て
「
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
」
の
創
設
を

国
へ
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

▲市役所本館市民ロビーでは、岡崎ナンバーの見本を展示しています

　
そ
の
結
果
、
昨
年
７
月
に
国
が
岡
崎
ナ

ン
バ
ー
導
入
を
決
定
し
た
の
に
引
き
続
き
、

今
回
、
具
体
的
な
導
入
目
を
1
0
月
1
0
日
と

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
1
1
1
1
1
　
　
　
I
　
1
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
j
I
I
I
j

　　
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
は
次
の
場
合
に
取
得
で

一
き
ま
す

－
－

①
自
動
車
を
購
入
し
た
と
き

②
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
破
損
・
紛
失
し

た
と
き

③
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
へ
の
変
更
を
希
望
す
る

と
き
（
手
続
き
・
費
川
な
ど
は
国
で
検
討
中
）

ごき弓･隔知岬芯

　
1
0
月
1
0
日
以
降
、
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
の
自

動
車
が
全
国
各
地
を
走
る
こ
と
と
な
り
、

全
国
に
岡
崎
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
や
運
転
マ
ナ

ー
に
気
を
配
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、
交

通
事
故
の
減
少
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
効
米
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
、
市
民
の

・
３
’
ｈ
Ｇ
ｌ
ｙ
ｌ
－
０
り
Ｉ
Ｕ
Ｍ
目
り
い
ｈ
ｈ
い
ｈ
む
り
↓
９
‥

子
育
て
人
材
バ
ン
ク
事
業

{Ｚ匹●
lj゛“

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
数

は
年
々
減
少
し
、
少
子
化
は
確
実
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
や

都
市
化
に
伴
っ
て
近
隣
と
の
か
か
わ
り

が
薄
く
な
り
、
孤
立
感
、
閉
塞
感
を
抱

き
、
子
育
て
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る

お
母
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
少
子
化
対
策
と
し
て
、
乳
幼

児
医
療
助
成
の
拡
大
や
出
産
祝
金
の
支

給
、
夜
間
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、

児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
さ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
課
企
画
１
班
：
＜
2
3
・
6
8
1
1

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
か

た
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
つ
ど
い
の
広
場
の
設
置
・

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
新
た
な
、
「
子
育
て

人
材
バ
ン
ク
事
業
」
（
2
1
ペ
ー
ジ
参
照
）

を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
、
子
育

て
に
関
す
る
技
能
や
知
識
を
お
持
ち
の

か
た
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
、

育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
出
向
い
て
子
育

て
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
育
児
不
安
を
取
り
除
く
た

め
、
市
が
委
託
し
た
か
た
な
ど
が
出
産

間
も
な
い
家
庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
の

助
言
を
行
う
事
業
に
も
取
り
組
む
予
定

で
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
責
任
は
、
保
護
者
に
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
社

会
全
体
で
支
え
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
将
来
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
守
り
、
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
崎
市
m
柴
田
紘
一

圃市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日
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Interview wi↑h the rising generation

さ
わ
や
か
青
年
留
学
生
、
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
栄
冠

董
さ
ん
の
故
郷
は
ど
ん
な
ま
ち
で
す
か
？

「岡崎で学べることを両親に感謝したい」と話すｍさん

　
私
の
故
郷
は
、
中
国
江
蘇
省
無
錫
市
で
す
。

無
錫
は
、
江
蘇
省
の
南
部
に
あ
り
、
上
海
ま

で
は
車
で
２
時
間
ほ
ど
で
す
。
ま
ち
の
南
に

は
太
湖
が
広
が
り
、
大
き
な
運
河
が
市
内
を

貫
い
て
流
れ
て
い
る
、
３
千
年
の
歴
史
を
誇

る
商
工
業
の
ま
ち
で
す
。

１
日
本
で
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？

　
無
錫
は
昔
か
ら
日
本
と
縁
の
深
い
ま
ち
で

す
。
多
く
の
日
本
企
業
も
進
出
し
て
い
ま
す

し
、
子
ど
も
た
ち
に
は
日
本
の
漫
画
が
人
気

で
す
。
私
も
留
学
す
る
な
ら
日
本
が
良
い
と

以
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

留
学
先
と
し
て
岡
崎
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
留
学
先
を
決
め
る
の
に
、
目
本
の
ど
こ
へ

行
こ
う
か
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。
九
州
に

友
人
や
知
人
が
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
へ
行
こ

う
と
も
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
で
き
る
限
り

一
人
で
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
教
育

施
設
も
整
っ
て
い
て
、
友
人
や
知
人
の
い
な

い
岡
崎
市
を
選
び
ま
し
た
。

－
岡
崎
市
の
印
象
は
？

　
人
も
ま
ち
も
と
て
も
穏
や
か
で
、
過
ご
し

や
す
い
印
象
で
す
。
ま
た
、
歴
史
も
古
く
、

■i中国からの留学生
]董傲(l･ンアオ)さん

中国江蘇省出身。24歳。2005

年春に来日。今年1月､市国際交

流協会主催の外国人日本語ス

ピーチコンテストで第1位にあ

たる市長賞を受賞。4月３日､人

間環境大学へ入学予定。夢に向

かってさらなる学業に励みます。

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
Ｌ
で
も
と
て
も

よ
い
環
境
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

－
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
感
想
は
？

　
自
分
の
‐
本
語
に
は
多
少
自
信
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
他
の
皆
さ

ん
の
日
本
語
の
上
手
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
私

か
市
長
賞
と
聞
い
た
と
き
は
、
と
て
も
照
れ

く
さ
か
っ
た
で
す
。
人
前
で
外
国
語
を
話
す

の
は
本
当
に
難
し
い
で
す
ね
。

新
し
い
大
学
へ
の
意
気
込
み
は
？

　
４
月
か
ら
本
宿
町
の
人
間
環
境
人
学
で
心

理
学
を
学
ぶ
予
定
で
す
。
同
大
学
の
留
学
生

は
私
を
含
め
て
２
人
。
少
し
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
日
本
人
の
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
大
学
生
活
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
？

　
岡
崎
で
の
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
こ
れ
か
ら

学
ぶ
心
理
学
を
生
か
し
て
、
日
本
の
企
業
で

働
く
中
国
の
人
た
ち
を
精
神
面
で
支
え
る
什

事
に
就
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
岡
崎
の

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日囮



市民のみなさんからお寄せいただいたご意見を掲載いたします
The　voice　0 f　t h e　people

１９●９
戸I

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

｜

１

　
最
近
、
新
聞
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
文

字
を
よ
く
見
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
市
の
施
設

に
は
設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
。

　
岡
崎
市
で
は
、
公
共
施
設
な
ど
１
３
２

ヵ
所
に
自
動
体
外
式
除
細
勤
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
人
切
な

命
を
救
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
一
昨
年
の
７
月
か

ら
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
か
Ｅ
－
Ｄ
ど
ば
？

Ｉ
レ

-

　
突
然
の
心
停
止
の
と
き
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
命
を
救
う
た
め
の
器
械
で
す
。

　
－
―
！
　
　
　
　
¶
－
―
―
―
―
－
■
ｉ
　
Ｉ
Ｉ
ｉ
　
　
　
Ｉ
－
―
　
　
　
－

　
ど
こ
に
あ
る
の
？

　
全
小
中
学
校
を
は
じ
め
、
市
民
セ
ン
タ

ー
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園
、
束
公
園
、
南

公
園
、
中
央
図
書
館
、
美
術
館
、
体
育
館
、

市
役
所
本
館
、
保
健
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
　
操
作
は
難
し
い
の
？

～
可
愛
い
名
の
花
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
～

　
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
は
、
林
や
薮
の
縁
、
川

沿
い
の
地
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
草
丈
、

3
0
考
～
5
0
紹
の
多
年
草
で
あ
る
。
樹
木

に
覆
わ
れ
た
岡
崎
城
の
内
堀
に
も
群
生
し

て
い
る
。

　
茎
は
四
角
柱
で
、
シ
ソ
の
仲
間
の
特
徴

を
表
し
て
い
る
。
葉
は
長
い
柄
の
あ
る
三

角
形
で
縁
に
切
込
み
が
あ
り
、
先
が
と
が

る
。
春
先
の
若
芽
、
若
葉
は
、
ゆ
で
て
食

べ
る
人
も
い
る
。

　
４
月
～
６
月
、
茎
の
上
部
の
葉
の
付
け

根
に
、
花
を
数
個
ず
つ
つ
け
る
。
花
の
形

が
、
編
み
笠
を
か
ぶ
り
輪
に
な
っ
て
踊
る

踊
り
子
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
に
よ
っ
て

は
、
ス
イ
バ
ナ
、
ス
イ
ス
イ
グ
サ
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
る
。
昔
、
子
ど
も
た
ち
が
、
こ

の
花
の
蜜
を
好
ん
で
吸
っ
た
こ
と
に
因
む

名
で
あ
る
。
花
の
色
は
ふ
つ
う
白
色
で
あ

る
が
、
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
で
は
、
淡

紅
色
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

　
花
は
、
長
さ
３
紹
～
４
紹
で
、
下
半
分

は
筒
と
な
り
、
上
半
分
は
唇
状
を
し
た
２

片
に
分
か
れ
て
い
る
。
長
い
片
の
方
は
、

上
の
部
分
が
笠
と
な
り
、
水
に
弱
い
花
粉

が
ぬ
れ
て
傷
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
の
下
に
あ
る
短
い
片
に
ハ
ナ
ア
ブ
な
ど

．　｜

／

’｀ヽ●・ヽ、。ノ

の
昆
虫
が
止
ま
る
と
、
花
粉
が
と
び
だ
し

て
そ
の
頭
や
背
に
つ
く
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
筒
の
上
部
が
ふ
く
ら
ん

で
お
り
、
ハ
チ
類
が
入
り
込
ん
で
蜜
を
吸

う
の
に
都
合
の
よ
い
つ
く
り
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
巧
妙
さ
に
は
、
驚
か
さ
れ
る
。

　
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
と
い
う
可
愛
ら
し
い
名

と
春
か
ら
梅
雨
の
頃
ま
で
も
長
く
咲
き
つ

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
心
惹
か
れ
て
、

1
5
年
ほ
ど
前
に
自
宅
の
庭
木
の
下
に
植
え

た
。
そ
れ
が
、
今
で
は
庭
一
面
に
広
か
っ

て
い
る
。
生
育
条
件
が
合
え
ば
、
繁
殖
力

の
強
い
植
物
で
あ
る
。

　
近
縁
の
植
物
に
、
道
端
や
空
き
地
に
生

え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
帰
化
植
物
ヒ
メ

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
が
あ
る
。
草
丈
が
2
0
紹
程

で
、
淡
紅
色
の
花
を
つ
け
る
。
枝
先
の
葉

が
紅
色
を
帯
び
る
特
徴
が
あ
り
、
オ
ド
リ

コ
ソ
ウ
よ
り
早
く
花
が
咲
き
始
め
る
。

（
元
新
編
岡
崎
市
史
調
査
委
員
千
賀
敏
之
）

2006年(平成18年)4月1日Ｉ市政だよりおかざき

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
使
用

時
に
は
、
Λ
Ｅ
Ｄ
か
ら
流
れ
る
説
明
に
沿

つ
て
、
操
作
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
の
一
環
と
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
市

政
だ
よ
り
に
随
時
掲
載
）
。
詳
し
く
は
、

中
消
防
署
救
急
係
（
Ｃ
＜
3
2
1
・
9
7
7
2
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
所
総
務
課
事
業
班
Ｃ
＜
1
2
3
・
6
6
9
5

旧難l樋鰻紺
“こで?¨

2 0564-23-6666・FAX23-6667

　　　　お手紙はこちら

〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地

　　　　教えてバンクはこちら

http://www.city.okazaki.aichi･jp/
　　oshiete_bank/index.htm[

　　　　　　Eメールはこちら

　　mail@city.okazaki.aichi.jp
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春
季
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

固
４
月
４
日
～
６
月
６
日
の
毎
週
火
曜
日

午
前
９
時
～
1
1
時
5
0
分
回
東
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ
前
（
欠
町
）
圃
初
級
（
５
キ
・
）
・
中
級

（
1
0
♂
）
一
一
般
１
回
２
０
０
円
（
家
族
同

伴
の
中
学
生
以
下
無
料
）
、
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

曼
豆
習
丁
回
１
０
０
円
口
飲
み
物
・
帽
子

雨
具
・
敷
物
・
手
袋
・
健
康
保
険
証
の
写
し

□
当
日
、
直
接
会
場
へ
Ｉ
市
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
　
植
野
宅
：
＜
4
8
・
8
1
0
5

　
　
－
―
－
・

　
第
2
3
回
岡
崎
市
女
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
大
会

国
５
月
６
日
出
午
前
８
時
3
0
分
開
会
式
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ぺ'ぺ - ～ ＿ － I

六
名
公
園
運
動
場
（
六
名
本
町
）
Ｉ
市
内
在

住
、
在
勤
の
女
性
圃
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
〒
4
　
4
4
・
：
0
8
5
4

内
六
名
本
町
７
番
地
　
体
育
協
会
「
ゲ
ー
ト
ー

ボ市

－
ル
大
会
」
係
へ
。
４
月
2
0
日
㈲
必
着
。
要
項
・

申
込
用
紙
は
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
福
祉

会
館
４
階
）
と
市
体
育
館
（
六
名
本
町
）
に
あ

り
ま
す
。

体
育
協
会
：
＜
5
3
・
7
6
4
4

　
Ｅ
Ｂ
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．

０
４
月
８
日
倒
～
５
月
７
日
脚
国
母
の
日

の
贈
り
物
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
イ
ヤ
リ
ン
グ
、

ブ
ロ
ー
チ
を
作
る
ロ
バ
ー
ト
・
丸
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
４
０
０
円
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
ー
ブ
ロ
ー
チ
６

０
０
円

　
工
作
教
室

□
４
月
1
5
日
出
～
2
3
日
脚
国
バ
ル
サ
胴
を

使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
飛
行
機
を
作
る
1

3
0
0
円

　
共
通
　
　
　
　
　
　
　
　
」

回
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
・
親

子
造
形
セ
ン
タ
ー
（
岡
町
）
固
小
学
生
以
上

（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
四
期
間
中
随

時
受
付

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館

2
53
◆
3
5
1
1

●
　
●

回
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

（
下
青
野
町
）

国
４
月
８
日
…
ｍ
一
～
５
月
3
0
日
㈹
回
春
か
ら

初
夏
の
草
花
と
り
Ｉ
フ
プ
ラ
ン
ツ
（
葉
も
の
）

を
中
心
に
ハ
ン
ギ
ン
グ
や
寄
せ
植
え
に
使
え
る

花
苗
が
充
実
。
寄
せ
植
え
に
は
欠
か
せ
な
い
カ

ラ
ー
リ
ー
フ
や
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
も
順
次
入
荷
。

期
間
中
、
培
養
土
・
肥
料
・
陶
器
鉢
な
ど
も
お

値
打
ち
価
格
で
販
売

母
の
日
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

□
５
月
1
3
日
出
午
前
1
0
時
～
圃
ふ
た
が

開
い
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
か
ら
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
の
バ
ラ
や
季
節
の
花
々
が
あ
ふ
れ
て
出
て
い

｜

●●･

固:期間・日時(時間)

回:場所

圃:内容

□:講師･指導

固:対象･資格

回:定員・募集人員

□:費用･受講料など

□:持ち物

□:申込方法･申込期限

■:問い合わせ先

囮:その他

る
豪
華
な
作
品
を
制
作
。
華
や
か
な
生
花
を
使

っ
た
手
作
り
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
母
の
日
に

贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
写
真
は
場
内
に
掲
示

中
）
□
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
本

部
講
師
平
岩
京
子
氏
四
2
4
人
足
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
後
、
当
選
者
の
み
連
絡
）

田
3
9
0
0
円
（
講
習
材
料
一
式
）
□
直
接

来
店
か
、
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
に
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
…
0
2
4
4
　
市
内

下
青
野
町
字
天
神
7
7
番
地
　
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

岡
崎
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
」
係
へ
。
４
月

2
0
日
俐
必
着

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

2
4
3
◆
0
1
2
3
　
厦
4
3
◆
0
1
2
2

□
４
月
1
1
日
脚
～
1
6
日
日
・
５
月
９
日
脚
～

1
4
日
録
・
６
月
６
日
㈹
～
1
1
日
日
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
回
岡
崎
中
央
総
合
公
園
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
（
高
隆
寺
町
）
酉
3
0
分
程
度
の
簡

単
な
運
動
、
問
診
で
体
力
を
測
定
し
、
結
果
に

応
じ
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

固
1
6
歳
以
上
（
持
病
を
お
持
ち
の
か
た
、
現

在
通
院
中
の
か
た
は
除
く
）
回
各
日
3
0
分
で

５
人
程
度
（
先
着
順
）
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

利
用
料
が
必
要
固
運
動
の
で
き
る
服
装
（
伸

｜

市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日固



-

Okazaki

Information

縮
性
の
あ
る
も
の
）
　
・
室
内
専
用
運
動
靴

オ
ル
ロ
直
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
へ
。

タ

「
」
岡
舞
車
央
総
合
公
園
≪
2
5
・
‘
ｒ
８
８
白

図
４
月
1
6
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
（
雨

天
決
行
）
回
六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー
・
岡
崎

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡

崎
ほ
か
（
下
青
野
町
）
圃
真
咲
よ
う
子
歌
謡

シ
ョ
ー
ｙ

I
―
t
J
B

･
･
*
S
t
（
ゴ
ー
ゴ
ー
）
戦
隊
ボ
ウ
ケ
ン

ジ
ャ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
ア
ー
ト
バ
ル

ー
ン
シ
ョ
ー
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
「
ポ
ニ
ー
乗

馬
」
、
フ
ワ
フ
ワ
ー
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
六
ツ
美

中
学
校
吹
奏
楽
・
六
ツ
美
南
部
小
学
校
鼓
笛
隊

演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
芸
能
発
表
会
ほ
か

^．‘．　　゛

ｄ　mヾ

　　　　ダ

　　　　？．

岡
崎
市
六
ツ

美
商
工

会２
43

２
５
０
２

口

圃
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
試
験
ほ
場
の
管

理
の
手
伝
い
。
農
業
を
体
験
し
て
み
た
い
け
ど
、

土
地
が
な
い
し
、
経
験
も
な
い
、
気
軽
に
聞
け

る
人
が
い
な
い
と
い
っ
た
か
た
を
募
集
。
大
豆

な
ど
の
栽
培
を
手
伝
い
、
味
噌
作
り
も
体
験
で

き
る
回
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
試
験
ほ
場

（
東
阿
知
和
町
）
□
管
理
期
間
／
４
月
1
7
日
～

平
成
2
0
年
３
月
2
0
日
Ｉ
市
内
在
住
・
在
勤
の
、

週
２
日
以
上
の
管
理
が
で
き
る
か
た
回
1
0
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
□
無
料
（
種

苗
・
堆
肥
は
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
で
準
備
。

農
作
業
に
必
要
な
道
具
・
資
材
は
参
加
者
で
負

担
）
□
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
に
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
連
絡
先
の
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
仰
・
：
2
1
1
2
　
市

●

●･

●
　
●

内
東
阿
知
和
町
字
乙
力
1
1
6
番
地
　
農
業
バ
イ
オ

セ
ン
タ
ー
へ
。
４
月
1
4
日
㈲
必
着
囮
説
明
会

（
抽
選
会
）
／
４
月
1
6
日
脚
午
前
1
0
時
か
ら
農

業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
（
欠
席
さ
れ
る
と

申
込
取
り
消
し
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。

二

　
‐
‐
＝
ｊ
ｌ

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

2
4
8
・
4
4
9
0
　
隔
4
6
・
4
4
6
5

‐
　
１

｀こノ

□
４
月
2
0
日
俐
　
午
後
６
時
2
0
分
～
８
時
1
8

分
（
６
時
か
ら
受
付
）
回
岡
崎
商
工
会
議
所

大
ホ
ー
ル
（
竜
美
南
１
丁
目
）
一
「
住
み
良

い
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
地
域
力
の
向
上

に
は
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
。
学
区
内
に
お
け
る
『
情
報
循
環
』
の
必

要
性
を
感
じ
、
よ
り
活
気
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
回
3
0
人
程
度
（
先

着
順
）
田
無
料
圃
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
岡

崎
青
年
会
議
所
事
務
局
へ
（
受
付
時
間
／
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
）

肋
岡
崎
青
年
会
議
所
ｃ
＜
5
3
・
5
0
4
5

E
メ
ー
ル
‥
一
コ
ｆ
ｏ
＠
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
-
ｊ
ｃ
｡
ｏ
ｒ
ｇ

皿

Ｓ

｜

１

ｌ

｜

図
４
月
2
2
日
出
・
2
3
日
倒
午
前
９
時
～
午

後
５
時
圃
岡
崎
石
工
団
地
（
上
佐
々
木
町
）

圃
石
工
団
地
の
伝
統
と
技
術
の
紹
介
・
職
人

技
の
実
演
・
特
選
掘
り
出
し
物
販
売
・
石
の
落

款
製
作
コ
ー
ナ
ー
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
抽
選
今

そ
の
ほ
か
小
イ
ベ
ン
ト
ー
無
料
一
岡
崎
石

工
団
地
石
の
掘
り
出
し
市
実
行
委
員
会
2
3
1
・

に
漂
浪
㈲
嘩
哩
振
興
班
２

◆
6
2
1
2

　-/■
.-I

　I● - ●-　　　　　　　　4●巴 ･-‘ヽ
嫡

ゆかりのまち長野県佐久市

佐久市市民ツァー
　　参加者募集

｜

『穿４Ｒ広冪。
　ゆかりのまち佐久市は、佐久平の中央に位置する高

原都市です。佐久市の魅力に直接触れるツアーに市民

の皆さんのご参加をお待ちしています。

＆

　記し、希望者全員の①郵便番号②住所③氏名（ふり

　がな・代表者に○印を）④年齢⑤性別⑥電話番号を

　記入して、〒444…8601　市役所秘書課渉外班へ。

　４月17日囲必着。※申込は１通につき２人まで。重

　複申込不可。

Ｉその他／抽選会…４月18日（火）午前lO時、市役所第

　1 ･ 2委員会室（本館４階）。※抽選会へのご来場

　は自由ですが、当選の可否には全く関係ありません。

　抽選結束は応募した個人またはグループ代表者に通

　知します。宿泊先の部屋は、シングルまたはツイン。

　選択はできませんので、あらかじめご了承ください。

　　　　　　　　　　秘書課渉外班fi23・6009

１日時／５月４日㈱～５日脚　１泊２日

・内容／見学先…佐久市内（岡崎市とのゆかりの史跡

　龍岡城五稜郭などの歴史文化資産）、熱気球の全国

　大会である佐久バルーンフェスティバル（夜に行わ

　れるバルーンイリュージョンは幻想的で必見）※天

　候などにより行程を変更する場合あり。交通手段‥･

　大型バス１台

■参加費／１人12.000円程度（宿泊費など）※当日に

　納めていただきます。

■対象／市内在住のかた（乳幼児除く）

・定員／40人（定員を超えた場合は抽選）

■申込方法／往復はがきに「佐久市市民ツアー」と明

･市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日
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図
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ガ
ラ
ス
工
房
・

葵
（
高
隆
寺
町
）
圃
市
内
か
ら
回
収
さ
れ
た

廃
ビ
ン
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
エ
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
１
　
－
　
－
－
１
　
－
　
－

　
吹
き
ガ
ラ
ス
公
開
制
作
　
　
Ｌ

図
４
月
1
6
日
日
午
後
１
時
～
４
時
圃
指

導
員
４
人
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を
使
用

し
た
吹
き
ガ
ラ
ス
技
法
に
よ
る
公
開
制
作
□

見
学
自
由
（
無
料
）
一
当
日
の
問
い
合
わ
せ

は
Ｃ
＜
5
2
6
・
5
3
0
0
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
‐
―
－
－
‐
ｉ
‐
―
　
　
‐
‐
‐
ｉ

［
が
一
フ
ス
七
ぴ
々
≒
蕃
う
ぐ
考
巨
レ
レ
レ
Ｌ

　
ｌ
ｊ
ｌ
！
1
1
1
”
　
　
‐
　
『
‐
ｌ
ｉ
‐
‐

固
５
月
2
1
日
日
午
前
の
部
／
９
時
3
0
分
～

正
午
、
午
後
の
部
／
・
－
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

圃
砂
に
げ
ん
こ
つ
の
跡
を
つ
け
、
溶
け
た
ガ

ラ
ス
を
流
し
込
ん
で
制
作
す
る
サ
ン
ド
キ
ャ
ス

ト
体
験
ｌ
市
内
の
中
学
生
以
下
（
小
学
生
未

満
は
保
護
者
同
伴
）
霞
無
料
（
制
作
は
１
人

１
点
）
圓
１
０
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）
□
往
復
は
が
き
に
保
護
者
の
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
参
加
者
の
氏
名
・
年

齢
⑤
午
前
・
午
後
の
区
別
を
記
入
し
て
、
〒
帽

…
0
0
0
2
　
市
内
高
隆
寺
町
字
阿
世
保
５
番

●●・

地
　
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
（
１
家
族
１

枚
）
。
４
月
2
8
日
廊
消
印
有
効
囮
作
品
の

当
日
持
ち
帰
り
は
不
可
。
受
け
渡
し
は
‐
一
週
間

～
１
ヵ
月

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
１
Ｃ
＜
？
…
１
１
引
３
〕

　
４
月
2
3
日
臼
の
子
ど
も
読
書
の
日
を
記
念

し
て
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

図
中
央
図
書
館
（
明
大
寺
町
）

子
ど
も
一
日
図
書
館
司
書
体
験
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
・
ｌ
・

□
４
月
2
2
日
倒
・
2
9
日
脚
午
前
1
0
時
～
午

後
３
時
圃
貸
し
出
し
、
返
却
な
ど
の
カ
ウ
ン

タ
ー
業
務
や
本
の
カ
バ
ー
張
り
な
ど
ロ
小
学

４
年
生
～
中
学
３
年
生
圓
各
６
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）
□
弁
当
圃
往
復
は

が
き
に
①
希
望
日
②
住
所
③
氏
名
④
学
年
⑤
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
・
：
0
8
6
4
　
市

内
明
大
寺
町
字
茶
園
1
1
番
地
３
　
中
央
図
書
館

へ
。
４
月
1
0
日
側
必
着
（
１
人
１
枚
。
結
果

は
４
月
1
5
日
出
ご
ろ
返
送
）

　
ろ
う
ｉ

□
４
月
2
2
日
出
・
2
3
日
脚
午
前
９
時
～
午

後
４
時
回
子
ど
も
図
書
室
圃
お
は
な
し
も

で
き
る
て
じ
な
え
ほ
ん
を
つ
く
る
四
各
１
０

０
人
（
先
着
順
）
□
申
込
不
要
・
無
料

‐
’
１
－
Ｉ
’
1
1
1
1
－
・
　
　
‐
　
－
－
‐
‐
ｉ

　
お
は
な
し
会

□
４
月
2
2
日
出
午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
回

子
ど
も
図
書
室
お
は
な
し
の
へ
や
囮
申
込
不

要
・
無
料

≒
ブ
ッ
ク
４
　
－
ク
」
ぺ
お
川
忿
よ
レ
レ
レ
」

ロ
ー
４
月
2
3
日
日
　
①
午
前
1
0
時
～
1
0
時

4
0
分
・
小
学
校
低
学
年
②
午
前
1
1
時
～
1
1
時

4
0
分
・
小
学
校
高
学
年
回
３
階
会
議
室
図

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ

●
　
　
●

●●・

四
各
3
0
人
（
先
着
順
）
□
４
月
８
日
倒
午
前

９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
１
階
受
付
へ
。

（
中
央
図
書
館
ｃ
＜
5
1
・
2
2
5
1

□
４
月
3
0
日
総
午
前
1
0
時
～
午
後
Ｏ
時
3
0

分
回
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）
回
家

の
中
で
眠
っ
て
い
る
ネ
ク
タ
イ
ー
本
を
リ
メ
イ

ク
し
て
ポ
ー
チ
を
作
る
。
※
会
館
窓
口
に
見
本

あ
り
□
川
地
佳
子
氏
回
市
内
在
住
、
在
勤

の
女
性
（
学
生
は
除
く
）
目
3
0
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）
１
２
千
円
ロ
ネ
ク

タ
イ
ー
本
（
太
め
で
柄
の
あ
る
も
の
）
　
・
裁
縫

道
具
・
筆
記
用
具
　
※
ネ
ク
タ
イ
は
ほ
ど
か
す

に
そ
の
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
□
往
復
は
が

き
に
①
教
室
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
職
業
（
市
外
在
住
者
は
勤
務
先
名
を
）

⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
帽
・
：
0
0
7
8

市
内
伊
賀
新
町
1
0
番
地
３
　
働
く
婦
人
会
館
へ
。

４
月
1
9
日
伽
必
着
（
連
名
不
可
）

（
働
く
婦
人
会
館
ｃ
＜
2
3
・
2
9
6
3

□
随
時
圃
岡
崎
商
工
会
議
所
５
０
１
会
議

室
（
竜
美
南
１
丁
目
）
圃
一
般
コ
ー
ス
／
パ

ソ
コ
ン
入
門
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
・
ワ
ー
ド
初
級
・

エ
ク
セ
ル
初
級
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
ネ
ッ

ト
メ
ー
ル
講
座
、
特
別
コ
ー
ス
／
「
卓
上
カ
レ

ン
ダ
ー
・
名
刺
・
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
」

作
成
口
三
菱
自
動
車
教
育
セ
ン
タ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
ー
入
学
金
／
３
千
円
（
商
工
会

議
所
会
員
と
受
講
申
込
２
回
目
以
降
の
か
た
は

不
要
）
。
別
途
受
講
料
圃
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
三
菱
自
動
車
教
育
セ
ン
タ
ー
ヘ
（
2
4
5
・
８

●

Ｆ

●●･

C
O
L
O
O

§
4
5
◆
＾
¨
／
」
＾
¨
Ｍ
Ｕ
＾
¨
／
」
＾
¨
Ｏ
）
Ｏ

岡
崎
商
工
会
議
所
：
＜
5
3
・
6
1
9
3

回
中
央
図
書
館
３
階
会
議
室
（
明
大
寺
町
）

回
古
典
鑑
賞
講
座
／
5
0
人
、
読
書
会
／
4
0
人
、

や
さ
し
い
文
章
講
座
／
4
0
人
、
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
／
4
0
人
　
※
初
心

者
優
先
。
先
着
順
―
無
料
□
４
月
1
2
日
伽

午
前
９
時
か
ら
図
書
館
１
階
受
付
へ
直
接
。
電

話
申
込
不
可

講座名 開催日時 日数 定員 講師(敬称略)

古典鑑賞講座

(蜻蛉日記)

5月9日･23日､6月13日･27日､7月Ｕ日、
9月12日■26日､11月14日･28日、

12月12日(8･10月は休講)
火曜日午後2時～4時

　旧）

10

　(人)

50
愛知教育大学名誉教授
樋口芳麻呂

読書会

5月12日､6月2日､7月7日､9月8日、

10月6日､12月1日､19年1月12日、
2月2日C8月･11月は休講)
金曜日午前10時～正午

８ 40
元城北中学校長
岩月　健

やさしい
文章講座

5月10日･24日､6月14日･28日1
ﾌ月12日　　　　　　　　　　５
水曜日午前10時～正午　　　，

40
学校法人青山学園
みやこ幼稚園元園長
嶋田　稔

読み聞かせ
ボランティア
養成講座

5月25日､6月8日･22日､7月13日
木曜日午前10時～正午 ４ 40

岡崎子どもの本研究会
森　千香､木戸玲子
三浦元子､早川幸子
霜田美津子

（
剛
㈲
図
㈲
曹
公
5
1
’
・
2
2
5
1

2006年(平成18年)4月旧囮市政だよりおかざき



Okazaki

information

シど'ツク色ンター

ヌ欠ﾉ.ング:7iヌティノ吻～花と音楽の祭典～

日時：４月23日（日）午前10時～午後９時（雨天決行）

場所：シビックセンター・交流広場（羽根町）

倫

フラワーコンテスト

　・　　．習¶■■･-■晶　･･･■-a･a還　･･-皿ふ皿㎜-==-wi･-･¶･7

　ハンギングバスケット･寄せ植え･アレンジメント(生花限定)。作品の中から、

来場者による投票で1～3位及び特別賞を決定。

※当日会場では､花屋さんの寄せ植えなどの講習もあり(受講料1,500円～)。

弥フラワーアート

　ペチュニアなどの苗花を4.000個使って6政×4政の花の絵画

を制作。使用した苗花は､午後4時30分からチケットと引き換え。

(チケットは会場本部で4個100円で販売)

肯フラワーデコレーション

　Ｓ　　　=㎜･･　　　　■　　㎜㎜㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜･･　㎜　　㎜■

　交流広場ステージを三河生花協同組合による鉢植えの

花で、咲き乱れるステージを演出

撫ス=E－ルガーデン

　㎜　　㎜㎜㎜　　　　　　　■㎜■㎜㎜■

　芝生スペースでいすに腰掛けて鉢植えの草花など眺め、

お茶などを飲み、一時の憩いの場として満喫

内田修ジャズコレクション活用事業

スプリング・ジャズフェスタ

　　　　at CIVIC CENTER
ステージスケジュール

一 一 ㎜ ・ - ４ 奉 ゛

10:00令輝葵踊－kikyｏ－(よさこい)

11:00◆Misty(フルートアンサンブル)

11:30◆クラウンショー

12:30◆HONEY POPCORN (ダンス･パフォーマンス)

13:00◆フラワー･パフォーマンス

13:45◆クイズ大会～みんなでWAI-WAI行こう!～

14:30◆クラウンショー

15:00◆NMC Brass Ｏｃtｅt(ポップス)

16:30◆フラワーコンテスト結果発表

17:30◆Free HillsJazz Orchestra (ジャズ)

Ｉ
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト

y･ハーブティー＆防災グッズサービスなど

　●スペシャルハーブティー／午前10時～､午後3時～
　　　(各先着200人)

　●防災グッズ／正午～､午後5時～(各先着250人)
　　※防災相談コーナー／午前10時～午後5時
　　　ぬり絵、まちづくり体験(パソコン)

スタンプラリー

　会場内を探索して賞品を手に入れよう!

さわやかなミュージシャンのライブやダンス･パフォー

マンス、子どもから参加できるクイズ大会などのステー

ジイベントにジャズミュージシャン2組が出演します。

- ･ J - ’ 一 一 一 一 一
● W

W

Free Hills Jazz Orchestra

　　　　ジャズ大好きな青少年が集まった東海地区では唯一学校に所属しないピックバンド

19:00命NEUTRINOｗith矢野沙織(ジャズ)

　　　　コンサート､ライブ活動を全国展開している納谷嘉彦(pf)をリーダーとする｢ニュー

　　　　トリノ｣〔納谷､日景修(b)､黒田和良(dｓ)〕と日本ジャズ界に現れた新星として注目

　　　　を集める矢野沙織(as)のライブコンサート

※①雨天時などは､出演者やスケジュールなど内容が一部変更になる場合があります。

　②当日は､混雑が予想されますので公共交通機関をご利用ください。

矢野沙織(as)

納谷嘉彦(pf)

シビックセンター272・5 111

共催／シビックセンター交流広場事業実行委員会･岡崎商工会議所女性部

I市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日
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回
お
か
ざ
き
農
遊
館
（
東
阿
知
和
町
）

　
春
の
山
野
草
展
　
　
－
『
ド
レ
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
ｌ
ｉ
　
－
―

ロ
４
月
1
4
日
脚
～
1
6
日
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
3
0
分
圃
班
入
り
植
物
・
エ
ビ
ネ
ラ
ン
・

シ
ュ
ン
ラ
ン
・
大
文
字
草
・
シ
ダ
の
珍
品
・
ヘ

ゴ
付
け
寄
せ
植
え
な
ど
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
数
々
の
山
野
草
の
展
示
即

売
や
栽
培
相
談
囮
岡
崎
野
生
蘭
会
主
催

－プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

母
の
日
に
贈
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

□
４
月
2
6
日
伽
午
前
1
0
時
3
0
分
図
パ
ー

ル
の
バ
ッ
グ
型
の
器
に
、
桃
色
・
紫
色
・
黄
色

な
ど
の
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
バ
ラ
を
中
心
に
ア

レ
ン
ジ
。
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
の
リ
ボ
ン
、
ハ
ー
ト

の
モ
チ
ー
フ
、
パ
ー
ル
な
ど
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
に
か
わ
い
ら
し
く
仕
上
げ
る
口
日
本
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
講
師
　
中
根
美
穂
氏

回
4
2
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
□

3
5
0
0
円
（
講
習
材
料
一
式
）
□
往
復
は

が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
帽
…
2
1
1
2
　
市
内
東
阿
知
和
町
字

乗
越
1
2
番
地
　
お
か
ざ
き
農
遊
館
へ
。
４
月
1
5

日
出
必
着

四 お

か
ざ
き

農
遊
館２
46

●４

７
０
０

朧

●

□
４
月
2
2
日
・
５
月
2
7
日
・
６
月
2
4
日
の
土

曜
日
午
前
９
時
3
0
分
～
正
午
回
お
か
ざ
き

自
然
体
験
の
森
（
八
ッ
木
町
）
圃
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
の
連
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
自
然
の
中
で

「
見
る
・
間
く
・
嗅
ぐ
・
触
る
」
な
ど
五
感
を

｜

●
●・

使
っ
て
遊
ぶ
ｍ
一
３
回
通
し
て
参
加
で
き
る
小

学
生
と
保
護
者
回
小
学
生
2
0
人
（
先
着
順
）

□
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
着
用
で
、
水
筒
、
タ

オ
ル
持
参
。
あ
れ
ば
長
靴
□
４
月
1
1
日
脚
か

ら
電
話
で
囮
自
動
販
売
機
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
き
る
だ
け
自
動
車
の
相
乗
り
や
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
実
施

し
た
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
耳
ら
ミ
５
ヽ
５
ヽ
ｗ
.

ｓ
i
ｚ
ｅ
コ
ｔ
ａ
ｉ
ｋ
ｅ
ｺ
-
j
p
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
月
曜
日
休
館

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
―
ｒ
－

お
か
ざ
き
自
然
体
験
の
森
：
＜

4 5
◆
i
n
i
o
<
＊
４

。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
Ｉ

□
５
月
３
日
㈲
　
午
後
２
時
～
４
時
（
小
雨

決
行
）
回
市
内
乙
川
河
川
敷
（
現
地
集
合
。

詳
細
は
当
選
通
知
で
）
―
市
内
在
住
の
小
学

生
を
含
む
家
族
回
小
学
生
5
0
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）
１
１
人
２
０
０
円
□

釣
り
用
具
・
え
さ
・
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

□
は
が
き
に
①
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
②
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
を
記
入
し
て
、
〒
鰯
：
8
6
0
1
　
市
役

所
農
務
課
「
マ
ス
釣
り
大
会
」
係
へ
。
４
月
1
4

日
廊
必
着
囮
釣
り
は
小
学
生
の
み
。
釣
り
上

げ
た
マ
ス
は
持
ち
帰
り
可
。
塩
焼
き
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
・
保
険
加
入
あ
り
。
岡
崎
市
漁
業
協
同
組

合
共
催

　
－
－
－
－
－
‐
－
－
　
‐
－
‐
‐

農
務
課
総
務
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
9
5

｀

‘

I

□
５
月
５
日
励
　
午
前
1
0
時
～
正
午
図
龍

田
公
園
内
展
示
会
場
（
簡
田
町
）
回
草
花
の

鉢
植
え
盆
栽
づ
く
り
□
日
本
盆
栽
協
会
岡
崎

支
部
役
員
四
3
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）
一
千
円
（
教
材
費
実
費
負
担
分
）
□

●
　
　
●

純情きらり活用事業

観光キャンペーンロゴマーク｢きらり岡崎。｣と

　　ホームページ『さらり岡崎』が完成

｜

　新しいホームページ「きらり岡崎」は、ドラマのあらすじや出演

者紹介のほか、昨年n月の市内ロケの様子や市民エキストラの活

躍ぶりなど、純情きらりに関連する様々な情報を紹介しています。

　また、岡崎の魅力である八丁函mやジャズを始め、歴史・文化

などの観光情報、四季折々のイベント情報なども紹介し、悠久な

歴史と文化を誇る「観光都市　岡崎」を全国に発信していきます。

　さらに、岡崎商工会議所の提供により、八丁味噌を使った料理

やお店を紹介した「グルメ情報」、市内のホテルなどを紹介した

「宿泊情報」なども掲載し、ロケ地巡りをしながら魅力あふれる

岡崎を満喫しようと計画する市民や観光客への役立つ情報も掲載

しています。

・ http://ｗｗｗ.kirariokazaki.jp

　４月３日㈲から放送が始まる「純情きらり」を

活用した、観光キャンベーンロゴマーク「きらり

岡崎。」。Okazakiの「○」を基調に、「きらり」と

光る人や場所など、岡崎の良さを表現しています。

これらを観光客だけでなく市民の皆さんにも「発見」

してもらおうと、キャラクターの目に星を配置し

たシンプルで親しみのもてるマスコツトキャラク

ホ
ホ
プ
ク

※「きらり岡崎」

市
ツ
ア

｀
ト
も

一ムページは，

－ムページの

ページからでご

セスできます。

きらり岡崎。

　。
★(3

KirariOkazakt

ターとしてデザイン

しました。

　今後は、ポスター

やチラシ、ガイドブ

ックなどに使用して

いくとともに、岡崎

商工会議所と共同で

作成中のガイドプッ

クや「まちかど案内

所」としてご協力い

ただける事業所の表

示、商店街フラッグい

などにも使用してい

く予定です。

広報課広報班223・6033観光課観光事業班S23・62 11
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Okazaki

Information

｜

｜

は
が
き
に
①
住
所
②
郵
便
番
号
③
氏
名
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
仰
・
：
8
6
0
1

市
役
所
公
園
緑
地
課
計
画
班
へ
。
４
月
1
7
日
囲

必
着

圭
班
２
2
3

＼、/

□
５
月
フ
日
Ｂ
午
前
８
時
～
午
後
４
時
図

岡
崎
中
央
総
合
公
園
相
撲
場
（
高
隆
寺
町
）
※

雨
天
時
は
総
合
体
育
館
内
第
１
錬
成
道
場
圃

男
子
は
学
年
別
、
女
子
は
低
・
高
学
年
の
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
て
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
一

力
士
／
市
内
、
幸
田
町
在
住
・
在
学
の
小
学
生
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
市
内
、
幸
田
町
在
住
の
か
た

回
力
士
／
２
０
０
人
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
2
0

人
。
い
ず
れ
も
先
着
順
田
無
料
口
力
士
／

郵
送
（
〒
桐
…
0
8
7
4
　
市
内
竜
美
南
１
丁

目
２
番
地
　
岡
崎
商
工
会
議
所
内
）
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
学
校
名
②
学
年
③
住
所
④

電
話
番
号
⑤
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑥
性
別
⑦
生

年
月
日
を
記
入
し
て
、
岡
崎
青
年
会
議
所
事
務

局
へ
（
先
着
順
で
登
録
証
、
保
護
者
同
意
は
が

●●

●
　
　
●

き
を
郵
送
。
４
月
3
0
日
蝕
ま
で
に
届
か
な
い
場

合
は
問
い
合
わ
せ
を
〈
電
話
は
月
～
金
曜
日
の

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
に
〉
）
。
当
日
参
加
は

不
可
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
電
話
で
岡
崎
青
年
会

議
所
へ
。
い
ず
れ
も
４
月
2
5
日
㈲
必
着
囮
男

子
４
～
６
年
生
の
優
勝
者
は
、
６
月
1
8
日
日
に

愛
西
市
で
開
催
さ
れ
る
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

出
場
。
こ
の
大
会
の
上
位
入
賞
者
は
７
月
3
0
日

脚
に
東
京
・
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
る
「
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
」
に
出
場

肋
岡
崎
青
年
会
議
所

ｓ
5
3
◆
ｌ
Ｏ
Ｏ
^
ｌ
Ｏ

g
5
3
◆
ｌ
Ｏ
Ｔ
-
'
ｄ
-
Ｏ
）

Ｅ
メ
ー
ル
‥
一
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
-
ｊ
ｃ
.
ｏ
ｒ
ｇ

し＿⊃

m

｜

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

□
５
月
1
0
日
～
９
月
2
7
日
の
水
曜
日
午
前

1
0
時
～
1
1
時
圃
呼
吸
法
を
使
っ
て
姿
勢
や

ゆ
が
み
な
ど
を
整
え
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
均
整

の
取
れ
た
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
（
体
型
）
を
作
る
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
（
体
操
）
四
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

１
１
回
４
０
０
円
ロ
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

/^ ^N^;ii!iil'言ご≧

㎞

迷

比較

人身iL，
w t董奎皿』

死者 負傷者
-

417人
-

516人
-

－99人

417件 7人 410人

479件 1人 515人

-62件 ＋6人-105人

　注:死者数は､事故発牛から2A叶n以内に死亡した人です．

雀訟絆よ

i＆
ご

総数
　　ｊ

侵入犯乗物犯 。。A㎡;

-

474件
-

752件

－278件

881件 177件　230件

1,122件 170件　200件

比較，－241件 7件　30件

(4)紐叩紳=

蔡弔雫平i3#
電動ベッド 1件 0件

エアーマツト o件 2件

その他 3件 2件

※福祉機器を｢譲りたい人｣｢必要な人｣は登録

　してください。

※費用は有料の場合もあります。

●

｜

●　*

に
嘸
料
体
験
ほ
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
・
　
　
　
‐
‐
・
ｉ

□
４
月
1
9
日
㈲
・
2
6
日
伽
午
前
1
0
時
～
1
1

時
（
参
加
は
い
す
れ
か
１
日
の
み
）
圃
教
室

開
催
に
先
立
ち
、
実
際
の
教
室
と
同
じ
内
容
を

無
料
で
体
験
回
各
6
0
人
（
先
着
順
）
□
４

月
1
2
日
伽
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
。

回
岡
崎
中
央
総
合
公
園
総
合
体
育
館
内
第
２

錬
成
道
場
（
高
隆
寺
町
）
－
1
6
歳
以
上
の
健

康
な
か
た
囮
都
合
に
よ
り
開
催
で
き
な
い
場

合
あ
り
。

※福祉機器を｢譲りたい人｣｢必要な人｣は登録

　してください。

尹芦昂碑芦<D嘩｡鮮肺りo……………………
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　　　　fi23-8938　　　　　a 23-8938
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　/d-

　ど
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　チ

　エ

　ン

　□

　ン

　さ

　ん

　－

　中

　国

　－

　圓

　20

　人

　－

　先

　着

●●●･噛

　国

　際

　交

　流

　協

　会

　２

　59

　◆

　２

　７

　６

　１

--

-
4月４日次

t*^%。ii6。。 。。i1簾ふ二涌し－

10:00～12:00
市役所

4月7日S1 13:00～15:30

岡崎献血ルーム（東岡崎駅南館５階）

　　　　　　　fi52・1800

受付時間　10:00～13:00、14:00～17:45

（成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00)

休日毎週金曜日

　その他の会場の予定は愛知県血液センター
　のホームページをご覧ください。

　　http://aichi.bc･jrc.or･jp/

嘸細Ｒ期間

4/3i/7

4/10114

4/17;721

4/24石28

甲市民課ロピ^ 市民ロヒ?l車『

Juytul Kngiish
　－しやべぅてみりん-

亥ゎりゅく矢fl:ll|
-ｵﾆｸﾞﾙﾐからのﾒｯｾｰｼﾞ-

モンシロチョウの羽化

一同Si;兄る生4の搾≫-
JoyfulEnglish
　－しやべってみりん-

化石力'晋る±,'iの海
モンシロチョウの羽化
一同皿こ延も生台の持町－

洋ランにたくす夢
一小林奏別の取●iみ-

化石ヵ嗜吾る太古の海

ぐ　　　　　　　　　　　　　　ノしＪ

図
５
月
1
2
日
・
６
月
２
日
・
７
月
７
日
の
金

曜
日
午
後
６
時
3
0
分
～
９
時
回
外
国
人
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
（
上
六
名
３
丁
目
）
図
英

語
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
ロ
５
月
1
2
日
／
ア
ブ
ド

デ
ィ
ー
ル
ー
ト
イ
チ
ェ
フ
さ
ん
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
）
・
６
月
２
日
／
カ
レ
ン
ー
エ
ス
カ
ロ
さ

ん
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
フ
月
７
日
／
チ
ャ
ン
・

チ
ェ
ン
ロ
ン
さ
ん
（
中
国
）
四
2
0
人
（
先
着

●

｜

順
）
ロ
ー
５
０
０
円
（
３
回
分
）
□
４
月
６

日
俐
～
1
3
日
田
（
火
曜
日
を
除
く
）
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
国
際
交
流
協
会
へ
電
話
で

□
①
都
合
に
よ
り
講
師
が
変
更
さ
れ
る
場
合

あ
り
②
申
込
は
３
回
セ
ッ
ト
に
限
る
③
欠
席
さ

れ
た
場
合
で
も
、
納
入
済
み
の
受
講
料
の
返
却

不
可

□
７
月
2
4
日
㈲
～
８
月
２
日
㈲
回
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
（
タ
ウ
ラ
ン
ガ
市
ほ
か
）
図
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
（
６
泊
）
・
英
語
研
修
・
小
学
校
訪

問
な
ど
一
市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
四

1
0
人
田
約
1
6
万
円
圃
国
際
交
流
協
会
（
ｏ

－
Ａ
、
上
六
名
３
丁
目
）
・
市
役
所
文
化
国
際

課
（
本
館
フ
階
）
・
各
支
所
・
市
内
高
校
に
あ
る

応
募
用
紙
で
。
５
月
９
日
㈹
必
着
。
○
‐
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｙ
／
w

ｗ
ｗ
.
c
i
ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
.

ａ
ｉ
ｏ
Ξ
・
一
死
ｏ
一
牝
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
囮
選
考
／
面
接
に
よ
り
決

定
（
５
月
1
3
日
出
を
予
定
）
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｜

丿

●
　
　
●

●

●･

圃
市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
職
員
が
指
定
さ
れ
た
会
場
へ
出

向
き
、
行
政
の
取
り
組
み
や
職
務
の
な
か
で
知

り
得
た
知
識
を
講
座
に
し
て
お
届
け
し
ま
す

■
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
、
お
お
む

ね
1
0
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
ロ
平
日
は

午
前
1
0
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
の
２
時
間
以
内
。
年

末
年
始
（
1
2
月
2
9
日
～
・
－
月
３
日
）
は
開
催
し

ま
せ
ん
回
市
内
（
会
場
の
確
保
や
準
備
は
申

込
者
で
）
□
無
料
（
材
料
費
な
ど
を
実
費
負

令
劃
剽
珊
５

◆
２
２

５

１

圃
岡
崎
女
子
短
期
大
学
（
中
町
）
圃
共
通
テ

ー
マ
／
今
改
め
て
生
き
が
い
を
考
え
る
回
１

０
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
□

無
料
圃
往
復
は
が
き
に
①
岡
崎
女
子
短
期
大

学
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
郵
便
番
号
④
住
所

⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
職
業
を
記
入
し
て
、
〒

場所･問い合わせ先 名　　称 開催日･時間 対象

中央図書館
(明大寺町)
公51・2251

おはなしの森
　ころころくまさん

毎週火･木曜日
午前ll時～11時30分

赤ちゃんと
保護者

おはなしと
　紙しばいの会

毎週木曜日
午後4時～4時30分

どなたでも

おはなしの森
　ころころくまさん

毎週土曜日
午後2時30分～3時

南部市民
センター
(羽根町)
272・5118

おはなしの森　コロボックル
毎週火曜日
午後4時～4時30分

おはなしと
　紙しばいの会

毎週日曜日
午後3時～3時3D分

額田図書館
(樫山町)
382・2953

絵本おはなし会
毎月第2土曜日
午前10時30分～]時

月日 テーマ 講師(敬称略)

１５月13日
健康づくりと
　　　生きがい

学長
永田靖章

２５月20日
江戸期昔話
　　　絵本を楽しむ

助教授
赤羽根有里子

３５月27日
花も実もある
　　　わたしたち

助教授
中村佐世子

４６月３日教科書でめぐる
　　　音楽の世界

教授
妹尾美智子

５6月10日 医学からみた
　　　いさかい

教授
山中　易

６6月17日
情報化社会を
　　　楽しもう

教授
宮崎　昇

※いずれも土曜日、時間は午前lO時～正午

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班
ｃ
＜
2
3
・
６
11

'心‘

□
直
接
会
場
へ
。

●

担
す
る
場
合
あ
り
）
□
講
座
を
希
望
す
る
1
4

旦
朋
ま
で
に
、
市
役
所
生
涯
学
習
課
（
福
祉
会

館
４
階
）
備
え
付
け
の
用
紙
で
生
涯
学
習
課
へ

（
消
防
関
係
の
講
座
は
、
消
防
本
部
予
防
課
、

各
消
防
署
へ
）
□
①
業
務
の
関
係
か
ら
開
催

希
望
に
そ
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
②
申
込
用

紙
に
は
あ
ら
か
じ
め
第
２
希
望
日
ま
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
③
行
政
上
の
苦
情
処
理
や
個
別
相

談
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

④
受
講
目
的
が
生
涯
学
習
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
場
合
に
は
、
講
座
を
お
断
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
⑤
「
市
民
の
声
を
聴
く
会
」
を
同

時
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

April 2００６
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OKAZAKI INFORMATION

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lyeyasuParade〈家康行列〉

　　April is the time for the annual lyeyasu Parade when Okazaki is transported back to the Warring

states Period. This year the parade willbe held on Sunday April9 from 11:00. The parade willbegin

at Iga Hachimangu Shrine, proceed down Kosei-dori and Temma-dori, past Higashi Okazaki Station

and willend on the banks of the Oto River (across from Okazaki Castle). Many local residents, both

foreign and Japanese, as well as famous actors and actresses willparticipatein the parade. This year

one of the actresses from "Junjo Kirari",a televisiondrama that was shot in Okazaki and is to be aired

on NHK from April,willalso appear in the parade.

　　At the conclusion of the parade ａ re-enactment ofａ battle(likethose that occurred in the Warring

states Period)will be held on the banks of the Oto River from 15:30. Throughout the day displays of

working guns from the Edo Period willalso be held on the banks of the Oto River from 1 1:00 to 16:00.

　　Please don't miss thisfantasticopportunity to experience ａ piece of history righthere in Okazaki

by watching the parade and enjoying the displays on the banks of the Oto River･

　　For furtherinformation please contact the Okazaki Tourism Association on 0564-23-6217

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S. Lineker,CIR　市国際交流員セラ・リネカー
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Information
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青少年女性課男女共同参画班

　　　fi23・6222

　　Ｉ女性相談(妾予約)

予約申込…青少年女性課男女共同参画班

　　　　223・6222

　開催日　１　　　時間

毎週月･水　　午後1時～4時

１

－

　場所
一
市民相談室

(本館m)

・

女性と)Tcめめ法律相談(要予約)・

予約申込…働く婦人会館　a23・2963
　　　　　(13日木午前8時30分～〉

開催日
-
22日出

26日湘

-

午後2時～4時

　場所
一
働く婦人会館

(伊m新町)

　　女性悩みごと相談（要予約) I

予約申込…県女性相談センター西三河駐在室

　　　　　a27・2719

開催日　＝　　　時間　　　：　　場所

10日（月i　午前10時　　　１福祉会館2階

24日側　　　　～午後3時　ミ　（朝日町）

　　　　１　午前10時　　　ｌ働く婦人会館
19日冰）　　　～午後4時　: (伊賀新町）

※電話で事前に時問など予約してください

※相談は無料、秘密厳守です、

安全゛｀ヽχ
安心だよりnq25

・

―
・

’
ｌ
ｊ
・
１

●

圃
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
育
児

サ
ー
ク
ル
の
活
動
や
、
民
生
・
児
童
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勇

図
将
来
の
水
環
境
（
河
川
・
上
下
水
道
・
自

然
な
ど
）
の
あ
り
方
と
そ
の
実
現
の
た
め
に
必

要
な
施
策
を
検
討
ｌ
水
環
境
に
関
心
の
あ
る

市
内
在
住
、
在
勤
の
2
0
歳
以
上
の
か
た
回
３

人
程
度
口
任
期
／
委
嘱
し
た
日
か
ら
平
成
2
0

年
３
月
ま
で
□
「
私
の
考
え
る
望
ま
し
い
水

環
境
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
論
文
平
字
程
度
）

に
履
歴
書
を
添
え
、
〒
似
・
：
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6
0
1
　
市
役

所
環
境
保
全
課
水
環
境
班
（
福
祉
会
館
５
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
直
接
。
４
月
2
8
日
脚
必
着
□

選
考
委
員
会
で
書
類
審
査
し
、
結
果
は
５
月
中

に
応
募
者
全
員
に
通
知

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

S
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学
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役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学

班
へ
。
４
月
2
1
日
脂
消
印
有
効
囮
４
回

上
出
席
さ
れ
た
か
た
に
修
了
証
を
授
与

●

き
、
そ
の
知
識
や
技
能
を
生
か
し
子
育
て
を
支

援
し
て
く
れ
る
か
た
一
市
内
在
住
で
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
、
手
遊
び
な
ど
子
育
て

に
関
す
る
技
能
や
知
識
を
有
す
る
か
た
□
総

合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八
帖
北
町
）
へ
。

…岡崎市防犯活動

　　　行動計画を策定しました…

　犯罪が多発するなか、愛知県安全なまちづ

くり条例及び指針と整合させた「岡崎市防犯

活動行動計画」を策定しました。

　この計画は、地域の自主防犯活動の推進、

犯罪弱者などに対する支援、防犯性を向上す

る基盤整備の推進という３つの重点目標を定

めています。これらに基づき総合的に防犯活

動を推進することにより、今まで以上に地域

の犯罪抑止力を高め、行政・警察・市民・事

業者が連携して安全・安心なまちづくりを推

進することをめざしています。

　「岡崎市防犯活動行動計画」は、市ホームペ

ージ・安全安心ホットページで閲覧すること

ができます。また、市役所市政情報コーナー（本

館２階）や各支所・出張所、中央図書館でも

閲覧することができます。

　　　　　岡崎警察署25 8・0110

安全安心課生活安心班223・6525

國市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日

「貸します詐欺」にご注意ください

　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」とい

った内容のダイレクトメールや携帯メールなどを送りつけて、

保証金や保険金名目でお金をだまし取る新手の手□が急増して

います。

　このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。被害に

あわないよう十分ご注意ください。

だまされないために

命取引関係の無いところから突然送られてくる、ダイレクトメ

　一ル・携帯メールなどに注意（低金利で、しかも高額を貸し

　付けるかのような広告に注意）

＠ヽ融資する前に、様々な□実でお金を振り込まそうとする手□

　に注意（保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求してき

　ます）

１「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、警察や市役所消

　費生活相談室（fi 23 ・ 6459 、平日９：00～16 : 00）、県

　民生活プラザ（a 27・ 0800 、平日9 :00～17 : 15）にご

　相談ください。
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史
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作
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①
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①
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②
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／
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）
③
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４
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テ
ィ
バ
ル
で

展
示

「
に
り
ヴ
に
に
」
－

ｌ
¨
“
゛
5
1
1
0

Ｅ
メ
ー
ル
‥
０
一
く
Ｉ
ｃ
＠
m
2
.
ｃ
ａ
ｔ
く
ヨ
ー
ｃ
ｓ
.
コ
ｅ
.

こ

圃
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材
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水
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り
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の
駅
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け
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と
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を
テ
ー
マ
と
し
た
自
然
風
景
、

自
然
と
人
の
共
生
風
景
を
撮
影
し
た
も
の
。
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影
場
所
／
森
の
駅
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森
の
駅
育
成
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／
４
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／
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縁
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２
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。
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。
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／
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Ｔ
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５
点
）
。
選
考
／
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催
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す
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問
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、
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／
４
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５
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／
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５
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ペホ宰宰回’１住宅資金などの融資あつせん……し､=:　・＝

4月1日から

住宅宅地資金融資利率を

値下げします!

･常時受け付けています。
･固定利率ですので､契約後は市中

金利が変動しても返済計画を変更
することがないため､安心です。

　　　　　安全安心課市民相談班

制度 対　　　象 限度額 期間*
利率

保証料･取扱金融機関担保
改正前改正後

住宅
資金

建築
新築､増築など 1,500万円5年以内2.4% 1.5% ・岡崎信用金庫市内本支

　店は保証料を別途契約
　時にお支払いいただき
　ます。

一束海労働金庫岡崎支店
　は金利に0.2%保証料
　相当）を上乗せした利
　率となります。

要

修繕､模様替え 1.200万円10年以内2.6% 2.0%

譲渡
中古(土地付き)　　　　　¶1.500万円15年以内2.8% 2.6%

分譲(土地付き)2,000万円20年以内3.0% 2.8%

宅　　　地 1.50G万円25年以内3.1% 2.9%

323 ・6493　　　　　　　　　　　　　*融資期間は融資対象にかかわらず25年以内で選択できます。

市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日固
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　平成18年度前期(4月～9月)市民協働事業一覧

.言言に:譜ごこ:や傍聴できる会義などをまとめました二謡二ふ｡
m.s 。.6 4 91

事　　業　　　名 参加の内容 事業の時期 担　当　課

第６次総合計画の策定 アンケート ｱ～9月 企画課223・6811
生涯学習市職員出前講座 講師派遣 随時 生涯学習課223・6655

岡崎郵便局北線・中央青果市場東線

道路新設改良工事推進協議会
会議の公開 5･8･11'2月 道路建設課323・6642

違反広告物追放推進員制度
団体公募 通年

都市計画課323・6261
除去作業 通年

康生地区拠点整備事業 ワークショップ 4～12月
康生地区拠点開設準鴎室公23・6604

康生地区拠点施設管理運営等検討会 委員の公募 4月

地域福祉計画策定事業
音貝今節会 4～2月中に5回

福祉総務課323・6865
フアシリテーター養成講座 4～3月中に3回

図書館まつり 会議の公開 7～9月中に4回 中央図昌館公51 ・^SBl

愛護会による公園維持管理
愛護会の結成 随時

公園緑地課223・6257
清掃除草活動 通年

CGC協会による街路樹の縦持管理
CGC協会の結成 随時

清掃・除草など 通年

岡崎駅東口暫定広場の維持管理 清掃除草活動 通年 区画整理課223・6265

市政だより「市民発」 催し・講座などの告知 掲m号前月の15日締め切り 広報課S23・6D33
以下の会議については、市ホームページ「岡崎市の附属機関等について」を参照してください。

事　　業　　名 参加の内容 事業の時期 担　当　課

防災会議 会議の公開 7､8月 防災課S23・6533
美術博物館協議会 7･11･3月予定 美術博物館a28 ・5001

少年愛護センター運営委員会 7.2月 青少年女性課a23 ・6434

働く婦人会館運営委貝会 6.2月予定
青少年女性課a23・6222

男女共同参画推進審議会 8.2月予定

青少年センター運営委員会
委員の公募 5月

太陽の城S24・2535
会議の公開 6.E月

国民健康保険運営協議会 (会に諮って)7､2月 国保年金課S23・6678

介護保険運営協議会 6･9･12･3月 介護保険課fi23 ・6645

環境審議会 4～3月中に6回予定 環境総務課S23・6401

都市計画審議会 (会に諮って)5･7･1D･12月予定 都市計画課223・6249

奨学資金審査委員会 5月 教育委員会総務課223 ・6625

学校給食運営委員会 委員の公募 4～5月 保健給食課223 ・B426

社会教育審議会 会議の公開 4～3月中に6回 生涯学習課S23・6655

文化財保護審議会 4～3月中に6回予定 生涯学習課S23・6177

図書館協議会 7月 中央図書館S51 ・225^

行財政調査会 5･8･11･2月 行政改革推進課S23・6654

美術館運営会議 7､1月予定 美術館S51・aao

小児救急医療対策協議会
委員の公募 5月

保健所総務課223 ・6695会議の公開 8～3月中に2回

地域保健推進協議会 4月

・市民活動団体と協働して実施する事業

事　　業　　名 協働事業の時期 担　当　課

虹の橋会による声の市政だより 市政だより発行毎 広報課公23 ･ 6033

地域団体などによる河川排水路維持管理 河川愛護活動(随時) 河川課S23・6468

美術協会写真部による市民病院外来環境整備 随時 医事課266・7020

地域ふれあいスポーツ活動事業運営委員会によるスポーツ活動 活動計画により随時 スポーツ振興課S33・6336

市民協働モデル事業

事　　業　　名 協働事業の時期 担　当　課

おかざき学楽塾 5月10日のガイダンスから始まり 中央図書館251・2251

「笑顔でげんきの輪を広げよう」プロジェクト 通年 健康づくり拠点推進室S23 * 6603

ワンランク上を目指すよみかたり講座とCD一手引書の作成 5～12月に4回予定 学校指導課S23-6877

アンプラグド・ミュージック・フェスタin Okazaki 11月予定 康生地区拠点開設準備室S23・6604

コミュニティーモデル地区公募事業
5～7月応募予定

市民協働推進課S23・6491
8～9月審査･選考予定

コミュニティー活動支援事業 5～3月予定 生涯学習課323・6433

環境学習塾「わっか塾」 月2回予定 環境総務課323 ・6708

二七市の活性化による街のにぎわい創出 - 商工労政課323・6212

岡崎100セミ 6月24日 生涯学習課S23・5433
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４

引４
き月
上か
げら
ら国

れ民
ま年
す金

　保
　険

　料
　が

　
４
月
か
ら
保
険
料
が
月
額
１
万
3
8
6
0
円

（
３
月
ま
で
は
１
万
3
5
8
0
円
）
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
1
8
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
案
内
書
は
、
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
―

保
険
事
務
所
国
民
年
金
課

こj

　
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
2
0
歳
か

ら
6
0
歳
に
な
る
す
べ
て
の
か
た
が
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
歳
以
上
の
学
生
の
か

た
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
前
年
の
収

入
が
な
か
っ
た
り
、
一
定
の
所
得
金
額
以
下
で

あ
っ
た
り
し
て
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た
年
度
末

ま
で
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
で
き
る
学
生
の
か
た

　
１
１
　
　
　
　
‐
‐
‐
―

①
大
学
（
大
学
院
含
む
）
・
短
大
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
も
含
む
。

各
種
学
校
は
、
１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て

い
る
か
、
別
途
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
に
在
学
す
る
2
0
歳
以
上
の

学
生
②
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と

　
猶
予
さ
れ
た
期
間

①
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入

｜

●
●・

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

②
老
齢
基
礎
年
金
額
を
増
や
し
た
い
か
た
は
、

1 0
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
（
追
納
）

こ
と
が
で
き
ま
す
（
猶
予
さ
れ
た
年
度
か
ら
２

年
を
過
ぎ
る
と
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
が
つ

き
ま
す
）
③
特
例
期
間
中
に
発
生
し
た
病
気
や

け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
１
　
　
　
　
　
　
　
‘
－
－
－
ｔ

「
喇
請
に
必
要
な
知
９
－
－
－
－
　
　
一

①
印
鑑
②
学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

　
　
　
ｌ
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
―
　
　
　
－
　
　
！
―
　
－
　
－
ｊ

［
申

1 1
　

1 1
　
即
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
‐
‐
；
‐
‐

市
役
所
国
保
年
金
課
年
金
班
（
本
館
２
階
）
ま

た
は
各
支
所

国
保
年
金
課
年
金
班
≪
2
3
・
6
1
７
1

｀Ｊ

　
平
成
1
8
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１

期
の
納
期
限
は
５
月
3
1
日
伽
で
す
。

　
な
お
、
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
付
で
送
付
し
た
課
税
明
細
書
で
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
地
１
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
0
2

償
却
資
産
班
ｃ
＜
2
3
・
6
0
9
4

１
１

ゝ　　　　　　ｆ
－

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る
市
民
交

通
傷
害
保
険
は
、
４
月
3
0
日
Ｂ
で
満
期
に
な
り

ま
す
。
今
年
も
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

●
　
●

●
●・

ご
家
族
全
員
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

霞
保
険
料
／
１
人
１
年
４
８
０
円
。
た
だ
し
、

次
の
か
た
は
半
額
①
7
0
歳
以
上
の
か
た
②
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
③
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
か
た
④
精
神
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
か
た
（
平
成
1
8
年
度
か
ら
）
⑤
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
か
た
⑥
市
遺
児
手
当
を
受
け
て

い
る
児
童
。
保
険
金
／
５
千
円
～
１
０
０
万
円

（
1
0
区
分
の
補
償
）
圃
保
険
期
間
／
５
月
１

日
～
平
成
1
9
年
４
月
3
0
日
圃
町
内
会
を
通
じ
、

各
家
庭
に
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
保
険
料
を

添
え
て
、
各
町
総
代
へ
。
市
役
所
安
全
安
心
課

交
通
安
全
班
（
本
館
７
階
）
、
支
所
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
は

各
園
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

安
全
安
心

課
交

通
安
全
班
S
23

争６

３
４
０

加

入

率

９；

ゴ
ゾ

11
万

９

人

Ｕ

32

23％

35
ズ

才

人

Ｕ

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す
。
親
の

虐
待
に
よ
っ
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い

事
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
虐
待
が

疑
わ
れ
ま
す
。

○
た
た
く
音
や
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
。

○
不
自
然
な
傷
か
多
い
。

○
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て
い
る
。

○
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
頻
繁
に
外
出
し
て

い
る
。

　
「
虐
待
で
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
不
安

・

●
●･

を
感
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
一

報
が
子
ど
も
の
命
を
救
い
ま
す
。
ぜ
ひ
家
庭
児

童
相
談
室
、
保
健
所
保
健
予
防
課
ま
た
は
西
三

河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
早
め
に
ご

連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
）
。

回
家
庭
児
童
相
談
室
（
市
役
所
本
館
１
階
）

公
2
3
◆
＾
１
１
０
フ
４
に
Ｉ
）
’
2
8
7
◆
ｕ
ｎ
ｃ
ｏ
.
―
ｒ
―
’
保
健

所
保
健
予
防
課
（
康
生
通
）
　
：
＜
2
3
・
６
０
８
４
。

西
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
明
大

寺
本
町
・
西
三
河
総
合
庁
舎
９
階
）
　
：
＜
2
7
・
２

－
－
－
‐
ｉ
－
－
‐
‐
－
・
‐
　
‐
‐
－
－
　
　
－
‐
‐
‐
－
‐
‐
‐
‐
　
‐
－
　
‐
　
‐
　
－
　
‐

児
童
家
庭
課
児
童
育
成
班
ｃ
＜
＾

2 3
・
6
3
3
0

　
岡
崎
駅
東
地
区
の
関
係
権
利
者
に
よ
る
審
議

会
委
員
選
挙
で
す
。
届
け
出
の
あ
っ
た
候
補
者

数
が
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
を
超
え
な
い
場

合
、
投
票
は
行
い
ま
せ
ん
。

ロ
圃
同
月
㈲
Ｂ
卸
」
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

の
公
告
４
月
1
7
日
側
～
2
7
日
俐
立
候
補
届
・

推
薦
届
受
理
期
間
医
月

1
1
4
旧
咀
投
開
票
日
（
選

挙
期
日
）
囮
届
け
出
に
必
要
な
書
類
は
、
市

役
所
区
画
整
理
課
（
北
館
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。

区
画
整
理
課
換
地
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
7
2

Ｉ
平
成
1
3
年
５
月
1
7
日
ま
で
に
既
存
宅
地
確

認
申
請
を
行
い
、
確
認
を
受
け
た
土
地
圃
５

月
1
7
日
伽
ま
で
に
着
工
し
た
自
己
が
使
用
す
る

建
築
物
は
、
都
市
計
画
法
の
許
可
は
不
要
で
す

が
、
そ
の
日
を
経
過
す
る
と
都
市
計
画
法
の
開

発
許
可
ま
た
は
建
築
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

建
築
指
導
課
開
発
審
査
班
2
2
3
・
6
2
5
3

・｜
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犬
の
所
有
者
に
は
、

犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
毎
年
１
回
、
原
則

と
し
て
４
月
～
６
月
の
間
に
、
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
犬
を
飼
い
始
め
た
と
き
は
、
そ

の
日
か
ら
3
0
日
以
内
に
登
録
と
注
射
が
必
要
で

す
。
な
お
、
登
録
と
予
防
注
射
は
、
次
の
集
合

注
射
会
場
ま
た
は
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｍ
一
生
後
9
1
日
以
上
の
犬
口
平
成
1
8
年
度
狂

犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
の
は
が
き
の
問
診

票
に
記
入
の
う
え
、
整
理
表
を
切
り
取
っ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
は
が
き
は
平
成
1
7
年
度
ま
で

に
登
録
が
済
ん
で
い
る
か
た
の
み
郵
送
）
□

登
録
済
み
の
犬
／
3
3
0
0
円
（
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
十
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

2
7
5
0
円
）
、
未
登
録
の
犬
／
6
3
0
0
円

（
登
録
手
数
料
３
千
円
が
加
算
）
※
つ
り
銭
の

な
い
よ
う
に
図
①
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

登
録
さ
れ
て
い
る
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き
は
、

必
ず
保
健
所
生
活
衛
生
課
へ
②
会
場
は
大
変
混

雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
犬
を
制
御
で
き
る

か
た
が
お
連
れ
い
た
だ
き
、
か
み
つ
く
お
そ
れ

が
あ
る
犬
に
つ
い
て
は
□
輪
を
つ
け
て
来
て
く

だ
さ
い
。

生
活
衛
生
課
動
物
愛
護
相
談
窓
口

2
2
7
◆
0
4
4
4

*

・｜

，　｜

学区 会　　　場 日　　時 学区 会　　　場 日　　時

梅園 梅園学区市民ホーム(稲熊町) 5月19日面13:30丿4:10大門一大門学区市民ホーム吠門4丁目）4月10日間13:20～皿101

根石
せきれいホール(朝日町) 4月18日倒14:30～15:OD 浅殿学区市民ホーム(mm) 4月11日{■)(i13:30～13:50

根石学区市民ホーム(元欠町) 5月９日㈲15:30～16:IDan 。n,宮石郵便局前(宮石町) 4月11日㈹14:10～14:20，

井田 井田学区市民ホーム(稲熊町) 5月16日㈲15:30～16:20゙aw日影神明宮(日影町) 4月11日脚14:40～14:50

広幡

井田公園運動場(井田新町) 4月10日側15:30～16:10 渡通津説教所前(渡通津町) 4月11日㈹15;1O～15:201

広幡学区市民ホーム(広幡m 5月19日廊u:30～15:00≪.m I日 細川学区市民ホーム(細川町) 5月15日詫］4:40～15:10

日名公圓運動場(日名m町 5月19日面i5:20～16:00゙!l＼i北斗台会館(細川町) 5月巧日粍］5:30～16:20

連尺 保健所(康生通) 5月８日㈲13:20～14:00矢作東 矢作東学区市民ホーム(矢作町)4月14日廊15:40～16:00・

六名 六名学区市民ホーム(六名南1丁目)5月８日卯14:20～15:00矢作北 矢作北学区市民ホーム(橋目町)4月12日求14:20～1'!:40

三島 中央図書館(明大寺町) 5月８日侭川5:20～15:40北野 北野学区市民ホーム(僑目町) 4月12日吠13:20～14:00

竜美丘 竜美丘学区市民ホーム(竜美台1丁目)4月18日火15:20～16:00入一/沁一:ic矢作西学区市民ホーム(宇頭町)4月14日廊13:30～14:10

常磐南 常磐南学区市民ホーム(田口町)5月22日側u:50～15:10六1゙ ｜゚矢作市民センター(宇頭町) 4月14日窟14:30～15:20

常磐東
大柳町公民館(大柳町) 5月22日n 13:30～13:40矢作南'JAあいち三河牧内支店（大和町）'4月12日収15:10～16:20

常磐東学区市民ホーム(米河内町)5月22日弗14:00～14:30
八ﾂ英昭

六ツ美市民センター（下青野町）　4月17日収M:50～15:50

常磐
滝新町集会センター(滝贈 5月IB日脚13:30～14:2[) 六ツ美中部学区市民ホーム下言野町）4月25日i%15:20～16:00

常磐学区市民ホーム(滝町) 5月IB日脚14:40～15:IDRﾂ剣宵 六ツ美北部学区市民ホーム(井内町)，4月17日呵10:30～12:00

羽根 羽根学区市民ホーム(羽根町) 4月28日廓15:50～16:30六ﾂ麺S 六ツ美西部学区市民ホーム(赤渋町)^月17日側13:3O～14:3D

小豆坂 小豆坂学区市民ホーム(戸崎町)4月28日衛13:30～14:10八ﾂ蕪蜀六ツ美南部学区市民ホーム(中島東町)4月25日㈹)3:30～15:00

城南 城南学区市民ホーム(城南町) 5月12日廊15:40～16:10

豊富

滝尻大野林道入口(滝尻町) 5月10日水1　9:50～10:10
岡崎 南部市民センター分館(羽根西新il)5月13日廊14:50～15:20 片寄水明亭前(片寄町) 5月司日冰りO:20～10:35

福岡 福岡学区市民ホーム(福岡町) 5月12日廊13:30~14:30 農村婦人の家(牧平町) 5月10日収10:50～11:15

上地 上地学区市民ホーム(上地3丁目)4月28日廊14:30～15:30 桜井寺公民館(桜井寺町) 5月10日團11:^5～11:55

男川
大平市民センター(大平町) 4月18日㈲13:30~u:10 額田支所(樫山町) 5引0日図13:10～14:00

洞町公民館(洞IBJ) 5月９日㈲14:40~15:10
夏山

鬼沢公民館(夏山町) 4月旧日困　9:50～10;00

美合
美合学区市民ホームm町 5月９日次13:30～14:20 柿平集会場(夏山町) 5引0日(*)11:25～11:35

旧保母公民館･瓶丼神社(保母町)5月26日廊15:30～1B:OO鳥川 鳥川集会場(島川町) 4月2旧圀　9･50~10:00

緑丘 緑丘学区市民ホーム(美合町) 4月24日月13:30～14:30大雨河 大雨河小学校前(東河原町) 4月2旧肺10:20丿0:40

生平
蓬生町公民館m生町) 5月26日剛13:30~13:40

宮崎
旧石原公民館(石原町) 4月2旧廊10:55～n:15

新生平町公民館(生平町) 5月26日吻14:00～14:30 額田支所宮崎出張所(宮崎町) 4月21日圀n:25～n:45

秦梨 秦梨学区市民ホーム(秦梨町) 5月22日㈲15:30～16:00
千万町

千万町公民館(千万町町) 4月21日脂13:00～13:10

竜谷
竜泉寺町公民館(竜泉寺町) 4月24日㈲14:50～15:20 木下公民館下(木下町) 4月2旧剛13:20～13:35
竜谷学区市民ホーム(桑谷町) 5月17日池14:30～14:50

形埜

南大須公民館(南大須町) 4月19日吠川O:20～10:35

藤川
蓑岡地縁会館(蓑川町) 4月24日815:'IO～16:10 八幡宮･高薄集会場□(大高m町)4月19日収110:45～10:55

厠ll学区市民ホーム(藤川台3丁目)5月17日ぶ13:30～14:10 土バス停横(鍛埜町) 4月19日團13:30～13:45

山中

羽栗町集会所(羽栗町) 5月17日團15:10～15:30 形埜学区万民ﾎｰﾑ井沢分館(井沢町)4月21日吻13:50～14:00

東部市民センター(山綱町) 5月17日池15:50～16:20 額田支所形埜出張所(桜形町) 4月26日團13:00～13:30
上池金公民館(池金町) 5月26日脚14:50～15;10 中伊東公民館(中伊町) 4月19日團11:10～11:20

本宿

旧本宿学区公民館(本宿町) 5月23日叫13:30～14:101 外山公民館(外山町) 4月19日團11:30～I:40

大幡町公民館吠幡町） 5月23日脚14:30～15:00
下山

額田支所下山出張所(保久町) 4月19日伽13:00～13:20

本宿学区市民ホーム(本宿町) 5月23日叫15:20～16:00 中伊西公民館(中伊西町) 4月26日吻10:00～10:10

恵田 恵田学区市民ホーム(恵田町) 4月11日叫15:40～16:DO 一色公民館(一色町) 4月26日励10:20～10:30

岩津 北部地或交流ｾﾝﾀ一･なごみん(西蔵前町) 5月15日㈲!3:20～14:20 冨尾公民館(冨尾町) 4月26日㈲10:50～11:00

大樹寺 大樹寺学区市民ホーム(鴨田町)4月10日㈲14:30～15:10 小久田公民館(小久田町) 4月?6日㈲11:15～11:25
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・
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４
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般
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操
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帳
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／
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こ
れ
ま
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
は
、
説
明
員

か
ら
の
説
明
を
受
け
な
け
れ
ば
登
録
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
あ
ら
か
じ
め
ド
ナ
ー

登
録
の
し
お
り
「
チ
ャ
ン
ス
」
を
よ
く
読
み
、
内

容
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
、
了
解
の
う
え
登
録

申
込
書
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記
入
し
て
持
参
す
れ
ば
、
献
血
ル
ー

ム
や
移
動
献
血
会
場
で
も
採
血
・
登
録
が
可
能

●
　
　
●

ペットボトルはラペルも取ってください
　ペットボトルは、昨年10月から新しい処理ラインを稼働させ、収集後の処理の一部を市独

自で行っています。収集→選別(ラペルの有無を選別)→破砕(ラペルを取ったペットボトルの

み細かく粉砕)→フレーク(8乱丿角に粉砕したもの)→リサイクル事業者へ売却を行っていま

す。ラインが稼働し、処理経費の削減とリサイクルの効率化を図ることが可能にな０ました。

　さらに効率よく効果的にリサイクルを推進するため、各家庭でペットボトルのキャップと

ラベルを取って、軽くすすぎ、つぶしていただきますよう、市民の皆さんのご協力をお願い

します(キャップとラベルはrプラスチック製容器包装ソヘ)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごみ対策課ごみ減量班　a2 3・6530
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う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
水
路
な
ど
に
ご
み
や
土
石
を
捨
て
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

0
　
養
毎
整
喊
降
聊
㈱
珊
ａ
ほ
◆
｀
り
Ｑ
り
１
１
　
　
　
）

　
生
け
垣
づ
く
り
・
花
の
ま
ち
づ
く
り
・
屋
上

な
ど
の
緑
化
に
補
助
金
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

蜜
拙
瞑
に
？
」

回
①
市
街
化
区
域
内
の
宅
地
②
市
街
化
調
整

区
域
の
う
ち
緑
化
計
画
の
定
め
ら
れ
た
住
宅
地

開
発
区
域
内
国
①
生
け
垣
用
樹
木
②
垣
根
用

資
材
③
設
置
費
用
（
現
在
あ
る
生
け
垣
の
作
り

替
え
は
対
象
外
）
。
条
件
／
宅
地
の
周
辺
の
道

路
面
に
沿
っ
た
場
所
に
作
る
生
け
垣
で
、
樹
木

の
高
さ
は
8
0
考
以
上
、
生
け
垣
１
び
当
た
り
２

本
以
上
植
栽
、
延
長
は
連
続
し
て
３
び
以
上
。

設
置
後
５
年
間
は
生
け
垣
の
保
全
育
成
に
努
め

る
こ
と
田
補
助
金
額
／
１
び
当
た
り
２
千
円

（
５
万
円
を
限
度
。
限
度
額
以
下
の
場
合
は
、

そ
の
金
額
）

―
市
街
化
区
域
内
で
、
道
路
に
沿
っ
た
建
物

●●・

●
　
●

を
使
用
し
５
戸
以
上
連
続
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
団
体
図
の
プ
ラ
ン
タ
ー
及
び
取
り

付
け
金
具
②
植
栽
用
土
③
草
花
ま
た
は
花
木
。

条
件
／
道
路
か
ら
展
望
で
き
る
場
所
に
、
プ
ラ

ン
タ
ー
を
設
置
し
草
花
ま
た
は
花
木
を
植
栽
す

る
こ
と
。
設
置
後
３
年
間
は
管
理
育
成
に
努
め

る
こ
と
田
経
費
の
３
分
の
２
の
額
と
し
、
プ

ラ
ン
タ
ー
ー
組
当
た
り
３
千
円
を
限
度
と
し
、

上
【
】
に
当
た
り
３
万
円
を
限
度

　
　
　
　
＝
‐
―

屋
上
な
ど
の
緑
化

ｌ
市
街
化
区
域
内
の
建
物
の
屋
上
、
壁
面
の

緑
化
を
行
う
か
た
圃
①
緑
化
用
植
物
②
植
栽

マ
ス
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
・
登
は
ん
資
材
③
植
栽
用

土
④
設
置
費
用
。
条
件
／
建
物
の
屋
上
に
常
緑

の
樹
木
ま
た
は
地
被
植
物
を
主
体
と
し
た
面
積

３
平
方
び
以
上
（
う
ち
3
0
計
以
上
を
樹
木
）
の

植
栽
。
建
物
の
壁
面
に
常
緑
の
ツ
ル
性
植
物
を

主
体
と
し
た
面
積
３
平
方
び
以
上
の
植
栽
。
設

置
後
５
年
間
は
保
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
一

経
費
の
３
分
の
２
の
額
と
し
、
5
0
万
円
を
限
度

（
経
費
は
屋
上
緑
化
１
平
方
び
当
た
り
５
万
円
、

壁
面
緑
化
１
平
方
び
当
た
り
１
万
円
を
限
度
）

　
　
‐
　
　
　
－

「
共
－
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

□
必
ず
設
置
す
る
前
に
申
請
を
（
設
置
後
の

申
請
は
補
助
対
象
外
）
。
申
請
用
紙
は
市
役
所

公
園
緑
地
課
（
北
館
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。
・

（
公
個
）
報
効
課
１
　
画
班
ｃ
＜
2
3
・
6
3
9
9

一｀七ノ

「
緑
の
募
金
」
は
、
私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ

て
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
緑
を
増
や
し
、
緑
を
守
り
、
緑
を
広
げ
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
主
に
学
校
や

公
園
、
街
路
な
ど
の
身
近
な
緑
化
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
岡
崎
市
の
緑
化
推
進
の
た
め
、
温
か

*

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
４
月
１
日
出
～
５
月
3
1
日
伽
図
市
役
所

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
総
合
案
内
所
（
本
館
２
階
）

ほ
か

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
班

2
2
3
◆
Ｃ
Ｄ
^
O
ｔ
-

ｔ恥･
＠ｅｅ

vol.31

幸

　
　
　

　
田
一
町

ノ岡崎市・幸田町の

　　広域情報

Kota

　
幸
田
町
民
プ
ー
ル
で
は
、
泳
ぎ
の
得
意
な
か

た
、
そ
う
で
な
い
か
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
、

UIZＱ

//est/μ/

今年の家康行列の

　家康役は誰?

(4月28日必着)
●●･

《幸田町案内図》　　
至夷介　＿
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翔

言
し

Ｊ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
５
Ｅ
*
C
u
ｉ
ｉ
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　　　　　　　　　　　　　　；　貝珊芦谷?罵郡絢
▽几二

。。

体
力
に
あ
っ
た
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

図
年
間
３
期
に
分
け
て
実
施
（
全
1
0
回
。
１

回
１
時
間
。
日
程
は
問
い
合
わ
せ
を
）
回
幸

田
町
民
プ
ー
ル
圃
コ
ー
ス
／
マ
ス
タ
ー
ズ
＝

2
5
封
以
上
泳
げ
る
か
た
、
一
般
／
一
般
の
か
た

（
泳
げ
な
い
か
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
、
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
／
女
性
（
水
中
で
行
う
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
）
１
５
千
円
囮
詳
細
は
幸
田
町
民
プ
ー

ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
.

ｋ
ｏ
ｔ
ａ
.
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
こ
ｐ
／
ｐ
ｏ
ｏ
ｌ
／
）
で
。

幸
田
町
民
プ
ー
ル
ｃ
＜
5
6
・
8
1
1
1

応募方法／はがきに｢答｣と郵便尽号、

住所、氏名､電話番号、年齢、職業、巾政

だよりの感想などを明記のうえ、〒444-

8601　市役所広報課広報班まで。は

がきは1人1枚とし、正解tiの中から5

人のかたに図書カードを贈呈。

　2月1日号の応募総数は133人で、

抽選の結果、渡唆次晃子(羽根町)、

堀尾さよこ(岡町)、介橋裕(鍛埜町)、

田中あすか(宇頭町)、川合典子(岩沖

町)の皆さんに図書カードを送ります。

　　　　2月1日号の答:4ヵ所

囮市政だよりおかざき2006年(平成18年)4月1日
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ボ
ク
も
昆
虫
を

　
作
っ
て
み
た
い
ナ
ー
・
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段ボーlしで動く昆虫を作ろう!

定員25人参加料500円　講師千光士義和氏

日ホの六道芸

哺　　●　⇔　●
‘,南京玉すたれ他,･　出演右竹源太氏

たこ名人のたこ作り教室及び実演

定員25人　参加料1,000円

空飛ぶ昆虫だこの実演

(;認鸞議淡雪｀)回西川E之ａ

●

●*

ゝ
Ｘ

r　ち年の　’ll’9

ゴールデンウィークは

　　　イベントが

・いっぱいだよ!!ノ，

／
―

,･ぶ

　　¶

　　ｉ

;i'゛｀.

アートになった

　可愛い昆虫が

心いるネリノ

　
乙
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ア
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ｌ
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１
’
―
ｌ
ｙ

一一一
｢岡崎市擲りわ444-8601岡崎市十王町2丁目9番地／編集・発行広報課月2回(1日・15日)発行

S23 ・6495　FAX23・6262 岡崎市ホームページhttp://ｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp
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１
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展示替えのため

４月n日火～14日金は臨時休館します

市政へのご意見・ご提案などは

市^w,mm皿：昌l:a昌

１

･･

●
L^

5/Bc

13:00^

5/7c

11:oo～･14:00~

入場料

岡町宇鵬井戸1番地Ｉ　TEL53－351 1

大人:300円(240円)小中学生:100円(80円)|.が,朴ｉｌｇ●日
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施　設　名 電話番号 時　　　　間 備　　　考

・土曜・日曜・祝日休み

市役所本館・北館(十王町)
S23 ・6495

午前8時30分～午後5時15分市役所若宮庁舎(若宮町)

各支所・出張所 (裏面参照)

情報ネットワークセンター(菅生町) S23 ・6780
平日:午前9時～午後ﾌ時
土･日曜:午前9時～午後5時

第2･4･5土曜日と､その
翌日の日曜日は開館

岡崎情報開発センター(菅生町)
　〈情報ネットワークセンター内〉

fi26 ・27□
平日:午前9時～午後5時
講座のある日　　平日:午後9時まで
　　　　　　　土･日曜:午後5時まで

消防本部(朝日町) S21 ・51引　午前8時30分～午後5時巧分(緊急時はS119で24時間受付)

岡崎市民病院(高隆寺町)　　　　．　S21 ・8川１　１外来受付午前8時～11時(心療精神科はID時30分まで)

保健所(康生通) S23・6179

竜美丘健診センター(竜美北2丁目)1 S23 ．6084　１

保健センター（康生通）　　S25・1 144 午前8時30分～午後5時l5分

額田保健センター（樫山町）　１　A o£1・3168

総合検査センター(美合町) S57・053D

■日曜・祝日休み

高年者センター岡崎(美合町) a55 ・0口６

午前9時～午後5時　　　　　　敬老の日は開館

中央地域福祉センター(梅園町) fi25 フフ01

北部地域福祉センター(岩津町) 345 ・8790

南部地域福祉センター（下青野町）!　S43・6600　１

西部地域福祉センター（宇頭町）　　S34・321 1

福祉会館（朝日町）　　　　　　　　S23・8705　平日:午前8時3口分’｀゛午後5時15分　会議室は午後9時まで
　〈社会福祉協議会〉　　　　　　　ｌ　ｚ　　　　　　ｌ土曜:午前8時30分～午後0時30分|第2･4日曜日は､会議室のみ開館

視聴覚ライブラリー(菅生町)
　〈情報ネットワークセンター内〉

S23・6789 平日:午前8時30分～午後5時15分
土曜:午前8時3Q分～午後0時30分

教育研究所(明大寺本町)
　〈教育文化館〉

S23・0416
平日:午前8時30分～午後ﾌ時
土曜:午前8時3D分～午後5時

各相談の予約受付は
午前9時～午後5聘

１日曜休み

八帖クリーンセンター(八帖南町) 222 ・5436
月～金曜午前8時30分～午後4時
(正午～午後1時は除く) 可燃ごみのみ

土曜:午前8時30分～11時30分

中央クリーンセンター(高隆寺町)

月～金曜:午前8時30分～午後4時
(正午～午後1時は除く)

可燃ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみ、資源物

｜土曜:午前8時30分～11時30分　I可燃ごみ、粗大ごみ

。　　　　　Ｉ第4日曜:午前9時～午後4時S22 1 153　バ正午～午後叩刮よ除く） 粗大ごみ

リサイクルプラザ(高隆寺町)
〈中央クリーンセンター内〉

月～金曜:午前8時30分～午後4時
(正午～午後1時は除く)

毎月第４日曜日はリサイ
クルの日（抽選販売は午
後２時まで）土曜日は休み第4日曜I午前9時～午後4時

１月曜・祝日休み

福祉の村(欠町)
　〈清楽荘〉

S24 ・1754
午前9時～午後5時 敬老の日は開館

月曜日ヵ麗日の場合は翌日も休み

働く婦人会館(伊賀新町) fi23・2963 午前9時～午後9時

少年自然の家(須淵町) S47 ・2357 午前8B^30分～午後5時l5分(受付時間)こどもの日は開館

１月曜・祝日の翌日休み

各市民センター (裏面参照) 平日:午前9時～午後9時　日曜･祝日:午前9時～午後5時

北部地域交流センター(西蔵前町) fi66 ・8251 午前9時～午後9時

勤労青少年ホーム(上六名3丁目) fi51・4104　１平日:午後1時～9時　日曜･祝日:午前10時～午後5時

太陽の城（明大寺本町）　　　　　S24・2535，稽も旱9ﾂ二回m 漂診‰6諺‰諮尚
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公園緑地課些利ﾚ下水工事課^^≪=#
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理
理

総
計
管
管
技

河
総
工
治

務　　班
画　　班

１
Ｃ
Ｍ

術

班

23-6250
23-6399
23-6257

班23-6256
班23-6722

川　課北館2階

務
事
水

班23-6468
班23-6235
班23-6614

都市計画課北館1階
総
計
計
計
都

画
画
画

務　　班23-6249
１
-
　
Ｃ
Ｓ
Ｊ
　
Ｃ
Ｏ

市景観

班23-6260
班23-6255
班23-6698
班23-6261

●11高規格道路推進室:ibfiii m
　　犬二こ

｜

推　　進　　班23-6285

　　　　　　　一一　区画整理課北館1痢

総　　務　　班23-6264
計　　画　　班23-6278
技　　術　　班23-6286
換　　地　　班23-6272

補　　償　　班23-6267
-･一一一一一一一一一一一一一一-(組合指導室谷‾3‾ぶ)|

技術指導班23-6283

換地指導班23-6281

土地区画整理組合連合会23-6291

建
総
建
建
拠
設

築

－務
　
　
整
備

築
築
｀

　
　
点

課　北館３階

一一
班
班
班
班
班

　
１
２
備

23-6321
23-6406
23-6327
23-6815
23-6326

|市営住宅課本館2階

-一一-一一･

企　　画　　班23-6880
管　　理　　班23-6320

建築指導課北館3階
　
　
一
点

総
相
建
開
狭

　
●

務　　班23-6192
談　　班23-6616
審査班23-6332
審査班23-6253

道路整備班23-6823

下水総務課sg/f#
総
経
普

務
理
及

班23-6303
班23-6304
班23-6300

下水施設課？勺#
理
理
設
設

　
　
　
　
水

管
管
施
施
排

設

１
Ｏ
Ｊ
　
I
―
　
Ｏ
Ｊ

備

班23-6295
班23-6297
班23-6506
班23-6730
班23-6306

　
事
事
事
事

計
工
工
工
工

画　　班23-6302
１
ｎ
／
』
Ｑ
Ｕ
４

班23-6299
班23-6308
班23-6509
班23-6547

代　　　　　表21-8111

＜外来＞

正　面　受　付66-7120

入　院　案　内66-7125

救急外来受付21-8111

外科系受付66-7170

　外科･脳神経外科･呼吸

　器外科･心臓血管外科

白　I

小児外科･麻酔科

内科系受付66-7180

　内科･神経内科･呼吸器(

科･消化器科･循環器科

)

整形外科･形成外科66-7190

産　婦　人　科66-7200

一晶　　　　　鳳凰　　　　　-a

総　　務

一一一一　　一一
総
経
用
供

施

㎜■

理
理

管
管

医

療
療
療
養

医
診
医
栄

情

務
理
度
給

課

－

班66-7012
班66-7008
班66-7017
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45-2511
31-3201
43-2500
83-2111
84-2001

所84-2201
中央市民センター55-8066

南部市民センター51-1579

南部市民ｾﾝﾀｰ(分館)53-7831

大平市民センター22-0162

東部市民センター48-2922

岩津市民センター45-2512

矢作市民センター31-3202

六ツ美市民センター43-2510
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市立看護専門学校23-2951

北部地域交流センター66-8251
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暮戸自転車等保管所31-9090

観光案内所25-7767
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施　設　名 電話番号 時　　　間｀ 備　　　考

１月曜・祝日の翌日休み

郷土館(朝日町) fi23 ・1039 午前9時～午後5時 月曜日が祝日の場合は翌日休み

おかざき世界子ども美術博物館(岡町)
〈親子造形センター〉 fi53・3511

午前9時～午後5時
(7/2～8/31は午後5時30分)

月曜日が祝日の場合は翌日休み

祝日の翌日が平日の場合は休み

■月曜休み

竜美丘会館(東明大寺町) 224 ・3951 午前9時～午後9時30分 第２・４月曜日休み

市民会館(六供町)

S21・9121 午前9時～午後9時 第１・３月曜日休み甲山会館〈市民会館敷地内〉

甲山閣(六供町)〈申込受付は市民会館へ〉

美術館(明大寺町)
S51・4280 午前10時～午後6時

j橋ｷﾞｬﾗﾘｰ(明大寺本町)〈顧t＼ﾋ館内〉

シビツクセンター(羽根町) 公72 ・ 51 1 1 午前9時～午後10時

月曜日が祝日の場合は
翌日休み

岡崎中央総合公園(高隆寺町) S25 ・7887
午前9時～午後9時
(各施設利用時間は問い合わせを)

美術博物館(高隆寺町)
　〈岡崎中央総合公園内〉

公28・5000

午前10時～午後6時(6月～9月)

午前lO時～午後5時(10月～5月)

(6月～n月の土曜日は午後8時30分まで)

おかざき自然体験の森(八ツ木町) 公45・5544
午前鵬30分～午後5時(3月～10月)
午前筒30分～午後4時川月～2月)

奥殿陣屋(奥殿町) 245 ・7230 午前9時30分～午後4時30分

中央図書館(明大寺町) a5i・2251
午前9時～午後ﾌ時
(土一日曜･祝日は午後5時まで)

毎月第3金曜日は休み
月曜日が祝日の場合は
翌日休み額田図書館(樫山町) 282 ・2953 午前9時～午後5時

勤労文化センター(美合町) fi53 ・4163
午前9時～午後9時30分

岡崎地域職業訓練センター(羽根町) S52・461 1

・火曜休み

せきれいホール(朝日町) S25 ・051 1 午前9時～午後9時30分 第１・３火曜日休み

体育館(六名本町) S53 ・ 181 1 午前9時～午後9時
火曜日が祝日の場合は
翌日休み

外国人交流支援センター(上六名3丁目) fi59・2751 平日二午前9時～午後7時
日曜:午前9時～午後5時

祝日は休み

千万町茅葺屋敷(千万町町) 283・2590 宿泊利用:午後4時～午前9時
宿泊以外の利用:午前9時～午後4時

火曜日が祝日の場合は
翌日休み

・水曜休み

ふれあいドーム岡崎(下青野町) S43・0123
午前9時～午後6時(4月～9月)
午前9時～午後5時(10月～3月)

水曜日が祝日の場合は
営業

・木曜休み

南公園(若松町)
　　遊園地
　　交通広場

fi52・9095
S51 ・4426

午前9時～午後時(A月～9月)
午前9時～午後4時(10月～3月)

木曜日が祝日の場合は
営業、翌日が平日の場
合は休み

おかざき農遊館(東阿知和町) S46・4700
午前9時～午後6時4月～9月）
午前9時～午後5時

1
10月～3月）

木曜日が祝日の場合は
営業

■休みなし

岡崎城（康生町）〈岡崎公園内〉 fi22・2122
午前9時～午後5時三河武士のやかた家康館(康生町)

　〈岡崎公園内〉 S22・2204

市民休養施設桑谷山荘(山綱町) fi48・2855
チェックイン　午後4時
チェックアウト　午前10時

予約は６ヵ月前から受付

観光案内所(明大寺本町) S25 ・7767 午前9時～午後5時

ぬかた会館(樫山町) fi82・2268 午前9時～午後9時

斎場〔火葬場〕（才栗町） S46 ・2688 午前8時30分～午後5時15分
(ﾍﾟｯﾄの受付は午前中)

友引の日は休み
(ﾍﾟｯﾄは大きさの制限あり)

※年末・年始の休日については、12月15日号の｢市政だより｣でお知らせします。
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